
NPO法人CCC-TIES
報告集vol.7

TIES シンポジウム

デジタル教科書と教材流通による
高等教育の豊富化と質保証、

そしてCHiLOの未来

2015年7月24日発行

報告集

2015年3月14日 開催



NPO 法人 CCC-TIES 報告集 vol.7 

TIES シンポジウム 

デジタル教科書と教材流通による高等教育の豊富化と質保証、 

そして CHiLO の未来 
 
目 次 

 

 テーマ：デジタル教科書と教材流通による高等教育の豊富化と質保証、 

そして CHiLO の未来 

 【基調講演】  

1 デジタル教科書の最新動向 田村恭久 

 【記念講演】  

13 学士力養成のための共通基盤システムを活用した 

主体的学びの促進 

小松川浩 

 【一般講演】  

27 教育のオンライン化と大学図書館 竹内比呂也 

37 オンラインコンテンツにおける DOI の役割 武田英明 

47 JEPA の電子教科書への取り組み 三瓶 徹 

 【報告】  

55 CHiLO：世界を 1 冊の本に 次世代のコンテンツ 堀真寿美 

 【パネルディスカッション】  

63 高等教育のオンライン化におけるデジタル教科書と教材流通 （座長）山田恒夫 

竹内比呂也/武田英明/三瓶 徹 

/堀真寿美 

 

開催日時：2015 年 3 月 14 日 

開催場所：大阪大学 中之島センター  

本誌は、シンポジウムの講演の内容を CCC-TIES 事務局がとりまとめたものです。 



基調講演 

デジタル教科書の最新動向 

上智大学 教授 

田村恭久 

1



 
 



デジタル教科書の最新動向      

NPO 法人 CCC-TIES

 デジタル教科書と教材流通による高等教育の豊富化と質保証、 

そして CHiLO の未来 

デジタル教科書の最新動向

上智大学 教授 田村 恭久

デジタル教科書の最新動向

本日はデジタル教科書の最新動向と題してお話しし

ます。簡単に背景を申し上げますと、私が動いているコ

ミュニティとして、EDUPUB という、電子教科書のフォー

マットを決めようとする技術的なコミュニティがあります。

これは国際的な動きですが、これに対して国内でも

CHiLO Book のように実際に運用を始めているところも

あります。それから文部科学省、総務省でデジタル教

材、教科書、あるいはそういったものを使った学習全体

をつかさどる支援システムや校務情報システムに関す

る委員会が動いており、そういったところにも参加して

います。

デジタル教科書とは

ここでは電子教科書とデジタル教科書の定義をあま

り細かく区別せず使いますが、従来の紙の教科書を電

子化するというのが平たい概念です。ただ、教科書だ

けを紙から電子化すればいいかというとそうではなく、

参考書、辞書、ノートの取り方など、さまざまな変化が

起こり得ます。こういったものを全て含めて、従来紙で

行っていたものを電子化することで、プラスαの効果が

得られるのではないでしょうか。

 例えば皆さんが小中学生のときに、先生方がえんま

帳を持って「田村はまた宿題をやっていない」などとチ

ェックした、あのえんま帳なども電子化され得ます。つま

り先生側の校務管理にまで範囲が及んでくるのです。

その一方、単に紙の上の書いてあった教材を電子化

することにより、例えば 3Dで映す、あるいは対話的にシ

ミュレーターのようなものを動かすなど、さまざまな効果

が学習者、生徒にも及ぶわけです。

また、アクセシビリティという言葉をご存じかと思いま

すが、例えばいろいろな障害を持っている方に対して、

電子教科書はものすごく大きなインパクトがあります。

例えば弱視の生徒に対しては、今までは拡大教科書

を作っていました。つまり A5 判の小さな教科書を拡大

コピーして渡していて、これが先生方やボランティアの

非常に大きな負担となっていました。それがEPUBの教

科書であれば、もちろんデバイスの大きさそのものの限

界はありますが、拡大表示、あるいはフォントを大きくす

ることはいとも簡単にできます。もちろん限界はあります

が、さまざまなアクセシビリティの問題を解消する非常

に大きなきっかけになりつつあります。

電子教科書の導入動向

デジタル教科書だけでなく、さまざまなところまで電
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子化の波は及んでいます。その傾向は日本だけでは

なく、全世界的です。例えばアメリカのカリフォルニア州

では、校務情報の統一基準を作り、それで全てやり始

めていますが、ただし州によって結構ばらつきがありま

す。アメリカは国のファンドがあまり大きくないため、例え

ばゲイツ財団やHP財団などから資金を引っ張ってきて、

実験プロジェクトをするケースが大変多いです。 

 ヨーロッパでも、イギリスやスペインなどさまざまな国で

実験プロジェクトが行われています。ただ、私が聞く限り、

1 つの国で全国的に電子教科書を導入し始めたところ

はまだありません。CEN という技術標準化団体が

eTernity プロジェクトを立ち上げ、EPUB 3 を使おうとい

う話をしています。 

アジア勢では韓国が今トップを走っています。2008

年に導入実験を開始し、2015 年に既に全国への展開

が完了したと、この間、韓国の KERIS（韓国教育学術

情報院）の人が言っていました。それからシンガポール

もわりと早く、FutureSchool@Singapore ということで

2008 年から実験を始めています。ここはいろいろなファ

ンドからお金をもらって非常に先進的な学習をするプラ

イベートスクールがいくつかあり、既にオールデジタル

で教育をしているところもあります。学校によって少し温

度差があるようです。そのほか、中国、台湾、フィリピン、

インド、さまざまな国で進んでいて、アジア勢のほうが勢

いがあるように私は感じています。 

この中で、日本は 2011 年に教育の情報化ビジョンを

立ち上げ、2020 年までに全国にデジタル教科書で勉

強するプラットフォームを作るビジョンを打ち上げまし

た。 

 

学びのイノベーション事業 実証校 

 
これと並行して、総務省のフューチャースクール事業、

また文部科学省の学びのイノベーション事業など、さま

ざまな小中学校に試験的にデジタル教材やタブレット

パソコン、ネットワークを整備し、どういう効果があるのか、

どういう問題があるのかを検証しているところです。総務

省に関しては検証の報告書がウェブに載っています。 

 

電子教科書への反論 

 
並行して電子教科書のスペックを決めるプロジェクト

が走っています。この会場にいる方は電子教科書やタ

ブレットで勉強することに対して基本的に賛成で、突然、

「こんなものは役に立たない」とシュプレヒコールを上げ

る人はいないでしょう。しかし世の中にはいろいろな意

見があります。私は 3 年ほど前から学会などで電子教

科書の話をしていますが、吊るし上げに遭うことも多々

ありました。 

反対派の本もいろいろ出ています。例えば、デジタ

ル教育になると学習が画一的になるのではないか、ま

た、デジタル教育とは正解を求める学習に偏りがちで

はないかといった話もあり、実際にそう書いてあります。

しかし、これは本当でしょうか。正解に偏りがちになる学

習というのは、環境がデジタルでなくとも、今の学生は

みんなそうです。「先生、この答えは何ですか」「そうで

はなく自分で考えろ」となります。本当はそちら側が大

切であるわけで、これは別に環境がデジタルになった

からではありません。今の教育全般としていろいろな問

題をはらんでいるという意味での正しい指摘ではありま

すが、デジタルになったときにこういう問題が起きるとい

う話ではありません。 

某学会でデジタル教科書の話をしたとき、ある偉い

先生がこう言われました。最近の中性紙は 1 回刷ると

100 年ぐらいもつが、タブレットは 3 年ぐらいで使えなく

なってしまう。だから紙の勝ちだ、と。これは冗談ではな
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く本当にそう言われたのです。そう言いたくなる気持ち

はよく分かります。この一番根本にあるのは、自分たち

がそういう環境で教育を受け、勉強してきたからです。

自分が教育を施す立場になったときにそれを再生産で

きない、そこを断ち切られてしまうことに対する生理的な

恐怖なのでしょう。 

この生理的な恐怖はたぶん教育の現場においては

マジョリティーです。この会場にいる方は例外的に先進

的な考え方を持っている方で、日本全国の大学の教

員、小中高の教員を考えた場合、デジタルでやろうとい

う方はたぶんマイノリティーです。これから技術的なこと

をどんどん展開していくことも必要ですが、それと同時

に、自分たちの頭の中を切り替えていかないといけませ

ん。 

 

「デジタル教科書」推進に際してのチェックリストの提

案と要望 

 
これは情報処理学会がほかの学会のメンバーを巻き

込んで、デジタル教育をする上で気を付けることをまと

めたものです。これはあながち嘘や誇張ではなく、こう

いったものも含めた教育にしていく必要があります。 

 

「学びの風景」の変容 

 

ただ、今まで自分たちが受けてきた教育をいったん

断ち切って違う形の学びにしていくことは、単に教科書

を PDF にして見せるという話ではなく、全然違う形の新

しい学びが出てくるはずです。 

例えば、教科書に書いてあることを生徒や学生がそ

の場でウェブをチェックし、「このウェブには違うことが書

いてある」と反論されてしまうことも当然あり得ます。その

ときに先生が「ふざけるな。俺の言うことだけ聞いていろ」

と言ってしまったらどうなるでしょうか。今までは「先生の

言うことが絶対だ」で済んでいたかもしれませんが、これ

からの学生は、ほかのソースと比較して議論するのが

当たり前になってきます。そうすると、「私が話しているこ

とを黙って聞いていなさい」という授業はこれからマイノ

リティーになってくる可能性があります。 

ここでグループディスカッションを組み、その中でい

ろいろな意見が出てきます。その議論をファシリテート

するような学びが、これからマジョリティーになってくるは

ずです。そういう意味では今、「革命」が起きつつあるの

です。 

 

産業革命期のイギリス 

 
その 1 つの話として、産業革命のときのイギリスで何

が起こったでしょうか。例えば、布を織る織物機械の工

場が焼き討ちにあったことがあります。有名なラッダイト

運動ですが、今まで手織りでやっていたものが自動化

され、手織り職人が自分たちの職がなくなってしまうと

いうことで反対運動を起こしたわけです。 

それから、赤旗法がイギリスでできました。これは自

動車を走らせるとき、その前に赤い旗を持った人間が

歩かなければいけないという法律です。表面的には、

自動車が通ると危ないから赤い旗を持って自動車が通

ることをちゃんと示せということですが、その根っこは、
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自動車が走りすぎると今まで使ってきた馬車の需要が

なくなるから、自動車の競争力を落とそうとして、わざわ

ざこういう法律を作ったのです。産業革命以前からの産

業などが産業革命によってひっくり返されようとしたとき

に、いろいろな抵抗勢力が出てきたという話です。 

今はまだ表面化していませんが、教育においても、

デジタル教科書や電子教科書、あるいは教育の情報

化によって、教育現場がひっくり返ります。そして、それ

に対していろいろな抵抗勢力が絶対に出てくるはずで

す。どこでどういう人たちが出てくるかと、私は非常に楽

しみに思っています。そういう視線でこれからの動きを

見ておくと、おもしろい現象に出会えるのではないでし

ょうか。 

 

電子教科書の技術仕様と標準化 
何を決めるのか 

 
私は技術屋として関わっているだけで、電子教科書

のコンテンツの中身は特に扱っていません。例えばどう

いうデータ形式で電子教科書を配信するのか、説明情

報、メタデータをどうするのか、あるいは、教科書のデー

タだけではなく学習履歴の情報などを飛ばすときには

ネットワークを介するので、データ形式やプロトコルをど

う決めるかといった、主に技術的な議論をするのが私

の主な仕事です。 

逆に、学習指導要領とかカリキュラムなどのポリシー

的な話、それから先生方が持っている「こういうふうに教

えるとうまく伝わる」という学習方法や教授法、教え方の

工夫などは当然、先生方のほうがたくさん持っているの

で、そこまで技術的に、画一的に決めようという話はし

ていません。EDUPUB などでもそうだし、国際技術標

準の ISO でも電子教科書の話を一部していますが、や

はり「決めるもの」にフォーカスしており、「決めないもの」

は国や先生、教育委員会が決めてほしいという切り分

けをきちんとしています。 

 

電子教科書のデータ形式 

 
先ほどシンガポールや韓国で早くから実験プロジェ

クトが始まっているという話をしましたが、2000 年代には

さまざまなデータ形式があり、よく言えば群雄割拠、悪

く言えば乱立していました。いろいろな国がバラバラな

データ形式の教科書を作っていて、州ごとに違ってい

るところもありました。当然、それぞれできることも違えば、

中に収めているデータの豊富さも違い、ものすごくカオ

ティックな状況になっていたのです。 

これが 2010 年代に入ると、データフォーマットを決め

ようという流れに少し変わってきました。これによってウィ

ンドウズでも動く、マックでも動く、アンドロイドでも動くと

いう形に徐々に変わってきたわけです。さまざまなデバ

イスが使えると、デバイスはどうぞ安いものを使ってくだ

さいという競争環境になり、それによってオペレーション

も含めた教育全体にかかるコストをどんどん下げられる

という効果が期待されています。 

初等、中等と高等教育では少し話が変わり、初等、

中等教育、いわゆる K-12 では、紙面の中の配置まで

全部決めた固定レイアウトの形で配信し表示したいと

いう要求があります。これは日本で最初に声高に言わ

れたのですが、アメリカなどでも結局、ふたを開けてみ

ると K-12 の教科書は固定のほうがいいという話になっ

ており、EPUB の中でそういった固定レイアウトもサポー

トしようということで議論が進んでいます。そして、それを

画像形式にするとき、例えばフラッシュを使うのか、PDF

を使うのかという、ファイル形式でまたいろいろ問題が

起きる。例えばフラッシュはマックや iOS で使えないとい

う議論になってきます。 
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逆に、高等教育ではあまりレイアウトなどにはこだわ

らず、例えば EPUB であればリフローのレイアウトでどち

ら側に図が出ていても別に構わないというような、わりと

融通のきく話になっています。現状では EPUB 3 になっ

たときに日本語への対応が非常によくなり、後述するよ

うにさまざまなメリットを持っているということで EPUB、そ

れからこれを教科書向けに少し拡張した EDUPUB が

現在有力です。これは後ほど紹介します。

仕様を標準化するメリット

１つに決める必要はありませんが、メジャーなファイル

形式が 1 つできることにより、作る側にとっても、使う側

にとってもメリットがあります。作る側にとっては、例えば

教科書ごとに全部違う形式でものを作ると大変な騒ぎ

になり、編集環境などもおのおの作らなければなりませ

ん。これを絞り込むことによって開発コストそのものが低

減されます。それから、教師や生徒など使う側にとって

も当然、操作するときの混乱を防ぐ可能性があります。

それから、複数のオペレーティングシステムやアプリで

自由に稼動できれば、TCO を抑えることができます。 

韓国などはこの標準化に非常に積極的です。彼ら

は教育関係のシステムを丸ごと海外に輸出することを

考えています。そこのシステムの中で使われている用

語の定義や機能は、ISO のような標準化機関で決まっ

たものでなければいけません。いわゆる WTO のバリア

が問題になります。そこで韓国は ISO に、これは

EDUPUB 準拠であり、国際的に認められているので、

このシステムで買ってくださいといった輸出スキームを

考えています。韓国の仲間に聞くと、WTO 対策のため

ISO で働いていると、はっきり言っていました。 

皆さんにもいろいろ考えていただきたいのですが、日

本の中でドメスティックなスタンダードがあればいいと満

足していてはいけません。電子教科書やデジタル教科

書は国際競争です。コンテンツも技術的なところも国際

競争であり、今、世界のいろいろな国で走っています。

例えば CHiLO Book が海外に打って出ることも考えて

いいのではないでしょうか。そういう視野で見てもらいた

いと思います。

機能要求項目整理の必要性

私の研究室でやってきたことは、まず電子教科書と

していったい何が必要なのかをまとめるところから始まり

ました。スライドにあるように、いろいろなステークホルダ

ーがあります。これが例えば EPUB を決めるとすると、

出版社、編集者、読者ぐらいのステークホルダーです

が、教育といった瞬間にステークホルダーが増え、これ

らの間の着地点を見出すのが非常に難しいという問題

があります。

機能要求 73 項目（田村研究室） 

私のところでは、例えばこれに対してこういう機能が

あったほうがいいということをいったんまとめました。

EDUPUB などでそれらを取り上げていただき、今、教

科書として、そこそこ使えるようなレベルまで上がりつつ

あります。
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国内外の電子教科書関連プロジェクト 

 
世界規模ではいろいろ議論されています。例えば

IEEE、アメリカの電気技術者の学会ですが、2011 年か

ら Actionable Data Book Project という電子教科書のプ

ロジェクトが走っていて、今はやや下火になっているも

のの、また今年ぐらいから再稼動しようという話になって

います。 

CEN はヨーロッパの規格団体です。eTernity Project

が 2012 年から走っています。これは調査レポートを出

しているぐらいで具体的なスペックを何か出そうというと

ころまではまだ至っていません。 

IMS はアメリカの教育工学会のようなところですが、

2013 年から ICE Project を始めました。今は IDPF との

コラボレーションである EDUPUB Project のほうに主力

を注いでいます。赤く書いてあるのがいろいろな世界

的な動きですが、これとは別に日本の中では 2010年か

ら総務省、文科省がフューチャースクール事業、学び

のイノベーション事業で評価を始めています。 

それから文科省が 2013 年からデジタル教材等の標

準化に関する規格開発委員会を立ち上げました。これ

はクローズですが、EPUB ベースでEPUB プラス教科書

特有の機能を決めようということが始まっています。また、

文科省と総務省で先導的な教育体制構築事業推進

協議会や先導的教育システム実証事業を行っており、

いろいろな学校に試験的に導入する環境やコンテンツ

を作っています。そして、今年に入って文科省、総務

省が決めたスペックやガイドラインを民間レベルに展開

していくことを目指した ICT Connect 21 という民間団体

が立ち上がりました。このようにドメスティックな動きもさ

まざまあります。 

 

国内の電子教科書仕様策定 

 
私はこの両方に首を突っ込んでいますが、文科省は

EPUB 3 でやろう、総務省は HTML 5 でやろうということ

で、はっきり言って股裂き状態になっています。どちら

に行ったらいいか分からない状態です。 

 

電子教科書規格 EDUPUB の紹介 
EDUPUB 

 
こうしたさまざまな規格の決定、実験の動きの中で、

EDUPUB の話をしたいと思います。EDUPUB とは

IDPF (International Digital Publishing Forum) と IMS、

W3C の 3 つの団体がコラボレーションして動いている、

電子教科書の技術規格を決めるプロジェクトです。

ePub 3.0 がベースとなることによって、日本語だけでは

なくさまざまなアジア圏などの言語もサポートするように

なりました。 

そして、もともと EPUB は DAISY という規格を含んで

おり、これがいわゆるアクセシビリティを保証する、例え

ば text to speech の技術規格などを含んでいます。これ

も内包しているので、この EPUB をもとにすればアクセ

シビリティも保証できるという話になっています。 

しかし、これだけでは教科書としては不十分なので、

例えば IDPF では教科書の中の「ここが導入部分であ
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る」「ここはヒントが書いてある」「ここはクイズが書いてあ

る」と、さまざまな機能部品を定義するようなタグを決め

ようとしています。 

それから Open Annotation を利用しています。これは

ノートテイクです。従来ノートは教科書と別の冊子に書

くことを想定していましたが、EDUPUB では教科書の字

面に注釈を埋め込む形でノートをとります。これもまた

「それはノートとは言わない」と生理的な反発が起こるの

は十分分かりますが、こういう技術的なスペックで焼こう

としています。 

それから IMS では、クイズの規格や外部のアプリケ

ーションとの連携を決めています。これはいずれも全て

オープンな規格、つまり無料で使えるということで、電

子教科書を作るときにどこかへお金を払う必要がないこ

とを目指しています。 

 

EDUPUB Workshops 

 
今まで EDUPUB は 2013 年 10 月から 2015 年 2 月

まで 5 回ワークショップを開催しています。このうち 4 回

目は去年の 9 月に東京で行いました。後ほどお話しさ

れる三瓶さんにも非常にご尽力いただきました。先々

週行ってきたのはアリゾナの砂漠の中でした。ホテルの

外の普通の植栽がサボテンという、10 分ぐらい歩くと靴

がじゃりじゃりになるようなところでした。 

 

EDUPUB 参加者の例 
どんなメンバーがいるかというと、EDUPUB そのもの

は、実は高等教育の出版社が多いです。 

 
もともと Pearson や Wiley が入っていました。もち

ろん McGraw-Hill や Elsevier も入っています。彼ら

は K-12 もやっていますが、主に高等教育院向けの教

科書です。そのほかにも例えば IBM やGoogle、それか

ら今回はインテルといったところも絡んできました。日本

からも結構参加しています。それから Samsung と書い

てありますが、韓国は今回 Ed Tech 系というか、外部ア

プリとして魅力的な補助教材を作るようなベンチャーが

たくさん来て、いろいろなデモをしていました。 

 

仕様策定の実際 

 
オフラインで集まるミーティングはかなりセレモニー的

なもので、実際には電話会議で済んでいます。日本時

間で毎週金曜日の朝 6 時からやっています。ちょうど昨

日もやっていたので、毎週金曜日の朝が過ぎるとほっと

しているのが実情です。これは全部オープンになって

いるので、興味がある方は、メールをいただければ議事

録などが全部書いてある URL を送ります。 

W3C もだいたい同じような感じでやっています。IMS

はお金を取って成り立っている団体なので、お金を払

って会員になっているところは議論に参加できます。そ

うでないところは決まったスペックを使いなさい、そのス

ペックに手を突っ込むことは許されない、というのが一
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般的なスタンスです。たしか数百万と非常に高価で、お

いそれと入れる値段ではなかったかと思います。 

 

仕様の位置付け 

 
この図はいわゆる EDUPUB のカバレッジで、どこの

規格を決めようとしているかというオーバービューです。

真ん中にある電子教科書に対してさまざまな、こういう

部分があるよとタグ付けをします。これを EDUPUB プロ

ファイルと呼んでいますが、これを決めようということが

主です。それから、ノートテイクする仕掛けを作ります。

それからこの中でクイズを出し、そのクイズの記述形式

も決めます。これは IMS が QTI という規格を作っていま

す。 

また、電子教科書に書いてあることだけではなく外部

にいろいろ補助教材を置き、必要に応じてそれを見る

ことができます。例えば教科書だけでなく参考書を見て

勉強するといったような、外部の教材と電子教科書を

結びつけるためのいわゆる API として、IMS が LTI を提

唱しています。これとは少し違いますが、同じようなもの

として、IDPFがEPUB のスクリプタブルコンポーネンツと

いう規格をドラフトで出しています。 

 

Learning Analytics の可能性 

 

それから今度は、ここで勉強した学習履歴をどういう

形式でとるかです。これを Learning Analytics といいま

すが、IMS が Caliper を提唱しています。この LTI の新

しい 2.0 とか Caliper は、たしか今年 5 月に外部に公開

される予定になっているはずです。 

それから、これは私が IDPF の中で議論しているもの

ですが、いわゆる教師用の指導書にもまたいろいろ独

自のタグ付けが必要だということで、Teacher’s Guide の

ための Semantics をこれから決めていきましょうと、この

ような感じのカバレッジで電子教科書を考えていると捉

えていただいていいと思います。 

 

EDUPUB 規格の現状（IDPF） 

 
こちらの URL がいっぱい書いてある資料ですが、こ

こで IDPF が出しているドラフトのスペックが全部公開さ

れているので、こういったところもご参照ください。 

 

EDUPUB Profile の例 

 
これの例がこちらで、どういうタグ付けをしたらいいか

議論した途中のところです。 
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IMS の関連規格：2015 年の動き 

 
IMS はこれから公開するということで、LTI v2 や

Caliper、それから校務情報システムの仕様として

eduERP というものをこれから出していくと言っています。

これはまだ公開されていない話です。 

 

コンテンツの肥大化：傾向と対策 

 
今回 EDUPUB の活動の中で少し議論になったこと

があります。例えば、書道の教科書で書き順をビデオ

で見せたいと、文科省などのプロジェクトで実際に作っ

てみました。そうすると、1 文字につき 1 分のビデオにな

るわけで、それを 100 文字分作ると 1 単元で 100GB に

なります。それが 1 単元だから、1 冊の教科書で何 TB

になるか分かったものではありません。それを本当に教

科書と言っていいのかという話が最近いろいろなところ

で聞かれるようになってきました。いろいろ試作品を作

ると、これも入れたい、あれも入れたいとどんどん膨れて

いき、結局、実際に配信するときに重くて配信できない

ものができあがってしまうというのが、実はいろいろなと

ころで出てきています。 

これに対して EDUPUB は、最初に配るコンテンツは

なるべく軽量化し、あとから、例えばオンデマンドで引

いてこられるものは API で切っておいて外側に出せば

いい、というポリシーでずっと作っています。例えば先ほ

どの IMS の LTI などはオンデマンドで引っ張ってくると

きの非常に有効なツールになっているわけです。 

Kno はアメリカの電子教科書のベンダーですが、

Intel Education が最近買収しました。そこに行って聞い

た話では、1 冊の教科書で平均 100MB だそうです。こ

れを軽いと思うか、それとも重いと思うか、現場の方によ

っていろいろな感想があると思いますが、これでも結構

中身はスカスカで、マルチメディアのものはあまり入って

いません。けれども、実際にデリバリーして学生が受け

取るのに、例えばネットワークが倒れないことを考えた

場合には、これぐらいでわりと安定しているという話をし

ていました。 

ということで、何でも突っ込めばいいという話ではなく、

何らかの形で抑えをきかせておく必要があるという話が

最近出てきているように思われます。 

 

Learning Analytics：学習記録データの収集と活用 

 

 

Learning Analytics の位置付け 

 
最後に Learning Analytics の話をします。 

先ほど少し述べたように、学習履歴をとってそれをど

ういうふうに生かすかが、最近いろいろ話題になってき
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ています。ここに示したように、例えばクイズの回答を取

ることは従来からやられています。最近、それに加えて、

例えば脈拍や視線の動きなどもとり、それを教育ビッグ

データとして解析し、それを個別のフィードバックに生

かす、あるいは、この先生はドキドキさせるばかりで生徒

に全然学ばせていないという IR に使ったりと、いろいろ

な例が出てきています。 

例えば LAK や EDM という国際会議でこのようにさま

ざまな、こういうインプットを使うとこういうアウトプットが出

てくるといった研究が盛んになっています。それから、

実際のベンダーの中でもこういったものを使うケースが

出てきています。 IMS だと、こういうところに例えば

Caliper の Analytics を使います。 

 

EDUPUB LA:Data Structure 

 
IDPF の中でも、eXperience API というか Tin can API

に乗るような形で履歴を取ってはどうかという提案もして

います。こうした電子教科書を使ったプラスαの仕掛け、

あるいはビジネスとして、今後展開できるのではないで

しょうか。 

 

This work is licensed under a Creative Commons 
Attribution-NonCommercial 4.0 International License. 
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学士力養成のための共通基盤システムを活用した主体的学びの促進 
千歳科学技術大学 教授 小松川 浩 

 

学士力要請のための共通基盤システムを活用した

主体的な学びの促進 

 
田村先生から電子教科書等のフレームワーク、技術

的な枠組みの話がありました。私からは、どこの大学で

も今後タブレットやモバイルがどんどん入ってくると思い

ますが、実際にどう使うのか、どこの大学でも使えそうな

事例は何かという事例の話をしようと思います。 

本日の CCC-TIES の集まりもそうですが、1 つの大学

で頑張るよりは連携してお互いに協力し合うということも

重要な視点です。大学同士が集まってどう協力するの

か、教材の共有化の事例の話をします。 

 

大学で教育連携って必要？ 
大学でそもそも教育連携が必要なのか、いろいろな

ところでよく言われるところです。これは非常に重要なこ

とで、どうして必要なのだろうかとわれわれは常に考え

ています。ICT の場合、最近は連携というと国がお金を

出すという、意図はよく分かりませんが、そういう流れが

あります。その 1 つには補助金があります。ICT は当然

お金がかかるので、ICT＝「補助金を使って連携する」

と言うと、非常に通りが良いです。しかし、まさにこの

CCC-TIES もそうだと思いますが、補助金をもらって連

携をするということではなく、連携することはお互いノウ

ハウを共有することです。各大学、頑張るところに関し

ては補助金をもらって頑張ると思いますが、補助金が

終わったあと、お互いに連携し、そのノウハウを共有し

てさらに強めていくことが大事です。 

そういった観点で集まっている大学の協議会があり、

フォーラムを開きました。こういった GP 等でかなり実績

を積んでいる大学が、補助金が終わったあとに独自に

自立して動いていくため、お互いの強みを出し合って

連携しようという実践的な集まりです。2009 年に設立し、

特に教育の手法をなるべく共有していこうという枠組み

です。 

 

基盤となる大学連携の枠組み 

 
現在、加盟大学は 40 校で、いろいろな知識、教育

に関するノウハウなどを共有するという取り組みです。こ

の協議会の 1 つの大きな転機となったのが 2011 年、皆

さんご存じのように、震災が起きたときです。3 月に震災

が起きたとき、大学は一大事でした。東京は電力の問

題があり、東北は震災でずいぶん被害があり、4 月に授

業が始まらない可能性があるということで、もちろんイン

フォーマルではありますが、当時、この協議会に文科

省から問い合わせがありました。もし授業が始められな

い場合、e ラーニングが使えるのではないかということで

す。当時は 15 週の授業をきちんとやろうという流れがあ

り、被災している大学に何かお手伝いできないだろうか

という問い合わせがありました。そういうことであれば、

協議会も自主的に協力できることがあるのではないかと

いうことで、教材を整備し、被災した大学に使っていた

だきました。 

今は MOOCｓなどがあるから当然そういうことをする

必要はありませんが、当時はそういうものがまだまだ表

15



学士力養成のための共通基盤システムを活用した主体的学びの促進 

 

NPO 法人 CCC-TIES   
 デジタル教科書と教材流通による高等教育の豊富化と質保証、 

そして CHiLO の未来 

 

に出ていなかったので、われわれが試行的にやってみ

ました。勉強するためにやったわけではありませんが、

やってみていろいろ学ばせてもらったことがあります。

困っている大学がたくさんあり、東北の大学は本当に

大変な状況でした。 

当時われわれは、現地にもずいぶん行っていろいろ

な話を聞きました。例えば、何とか 4 月の入学生に間に

合うようにと 1 週間ぐらいでクラウドを立ち上げ、加盟大

学に本当にすごい数の教材を出していただいて

Moodle で配信しました。とにかく 4 月に間に合うように

準備したのですが、これはわりと多かった声です。何を

言っているか、お分かりいただけるでしょうか。 

 

いやいや、初年次は 4 月からでなくて・・・。15 週でも

なくて・・・。 
われわれは 4 月に間に合うように、「どうぞ使ってくだ

さい」と教材を用意したのですが、結構な大学から、「う

ちの大学の始まりは 4 月ではない。15 週でもない。」特

に入学生に関してそんな話がありました。これは何を言

っているかというと、入学前教育のことです。うちの大学

は 12 月からちゃんとやっていかないと、1 年生の教育

は何ともならないということで、意外に入学前教育の実

施率が高いと直感的に感じました。 

そして、とにかく列車も止まって、大渋滞で、大学に

行かなくてもだいたいの授業になればということで、e ラ

ーニングをずいぶん整備しました。そうしたら、これも多

くの大学から言われたのは、「いやいや、大学には来る

んです。大学に来なくていい支援ではなく、普通は 30

分のところを 3 時間かけても大学には来るんです。その

支援をしてほしい」ということでした。 

つまり大学に来ないで学ぶのではなく、3 時間かかっ

てしまうところを何とかならないかということです。基本は

対面で、日本の大学はやはり通学制なのです。特に初

年時教育を中心に、通ってくる学生をどう支援するか、

3 時間かかるところを何とかしようということで、当時よく

言われたのは、モバイルを使った通学のときの支援をし

てほしいということです。こういった教材があると大変あ

りがたいという意見が多くありました。 

おそらく、こういったことは日本の多くの普通の大学

のニーズとしてあるところではないでしょうか。協議会で

はこういった一般の大学の空気を拾えたことが大きかっ

たと思います。 

 

連携を通じて見えてきたこと（まとめると） 

 

 
振り返ると、入学時に必要になる接続部分、いわゆ

る共通基盤教育に関する教材のニーズは非常に多い

ものでした。実際にクラウドで提供したときにも、数学で

は高校・中学校レベルから大学初級の本当に簡単な

統計の部分のニーズがありました。英語に関しても文

法を含めた接続の部分のニーズがありました。各大学

とも入試がかなり多様化しているので、高校の内容の

補完や大学との接続部分に関する教材のニーズが非

常にあることがあらためて分かりました。 

そして、やはり大事なのは活用方法です。同じ教材

を提供しても、使い方によって全然違います。これは非

常に感じるところでした。上手か下手かは置いておいて、

使い方をよく工夫している大学はそれなりにしっかり使

っているし、e ラーニングというのは魔法のツールだと、

ID とパスワードがあればあとは大丈夫だと安心してしま

う大学もあります。同じ教材でも使い方が非常に大事

だというのは、当時から分かっていたところです。 

こういったことを日ごろから意識している大学が日本

にはたくさんあり、この協議会を中心に振り返ってみる

と、多くの大学の先生方から賛同を得られました。そう
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いうことから、2012 年に大学間の連携の推進事業を始

めました。 

こういった経緯から、いわゆる共通基盤に近い教材

は多くの大学で使えるので、お互いに協力し、持ち寄

って作ろうとなりました。しかし、教材だけがあればいい

のかというと、どうもそうではありません。実際にやって

みると、プレイスメントテストなどもしっかり作らなければ

いけないということで、整備しました。そして、実際にどう

使うのかが大事だということで、今まさに実証的にやっ

ています。 

この取り組みは 2012 年に始まりました。皆さんご存じ

のように、文科省から高大接続と入試改革の答申が出

ましたが、この取り組みが始まったときにはまだ答申が

出ていません。この取り組みが進む中で、われわれもプ

レイスメントテストみたいなものを作っていますが、そうい

うものをきちんとやらなければいけません。これから入試

制度改革に伴い、いろいろなことをやらなければいけま

せん。今まさにいろいろな大学がこれからやらなければ

いけないであろうことを、少し早めにやってきたというこ

とです。 

 

平成 24 年度「大学間連携共同教育事業」 
学士力養成のための共通基盤システムを活用した

主体的学びの促進 

 
大学連携は、図示のとおり、現在 8 大学で実施して

います。北は北海道から南は九州、四国も入った形に

なっています。本日も関係する先生方が何人かおられ

るので、取り組みの成果を簡単にお話しします。 

基本的な内容はここに書いてあるとおりで、「主体的

な学習」がキーワードです。主体的な学習を各大学で

実施する、これは当たり間のことですが、そのために必

要な共通基盤の整備をします。そして、前述したように

やはりノウハウが大事なので、それを共有します。 

具体的に共通基盤とは何かというと、ここでは基本

的な数学、英語、日本語、情報といった部分を切り出

し、この共通の到達度テストを作ろうということになりま

す。到達度テストは 2 つ考えました。1 つは高校卒業段

階で必要な知識レベルの到達度、それから初年次が

終わった段階での到達度を協議し、特に知識レベルで

把握できるものをまず整備しました。 

技能に関しては当然各大学で対応することなので、

まずは知識レベルです。文科省の答申でいう 3 つの学

力の中のベースのところ、基礎・基本になります。そして、

その上で主体的な学びを支援する学習プログラムを整

備して、各大学で実施し、そのノウハウを共有します。 

日本のどの大学もやらなければいけないだろうという

観点から、3 年前に、国立だけではなく国立と私立も連

携しました。また、社会に出るときには理系、文系は関

係ないので連携する、四大も短大も関係ないので連携

するということで、協議会の中でパートナーが組める 8

大学で進みました。 

文科省の採択が決まって最初の 1 年間は、実は 1

年なくて半年でした。そして、計画書を真面目に頑張

って書き過ぎてしまったため、授業開始半年間で相当

頑張る計画書になっています。プレイスメントテストを半

年間で作るという約束をしてしまいました。そのおかげ

で先生方にはかなり迷惑をかけましたが、半年間の間

で 1 つ、最初に、アリバイ作りの連携はやめようというこ

とをまず確認しました。実際にものを作らなければいけ

ないということで、とりあえず汗をかいてもらえる先生方

にお願いしました。これは本当に皆さんよく集まってい

ただき、まず目標の確認をしました。 

それから、こういう連携事業のときには必ず被害者が

出てしまうことがあります。頑張る先生が学内で孤立す

ることがあるので、そうならないように何とかしなければ

なりません。そこで、もう１つは、担当の先生に各大学

の教授会等で大丈夫か確認してもらいました。つまり、

その大学にニーズがあるかどうかを確認したのです。教

授会で揉めることはなく、おそらく各大学にとって必要

だという認識を持っていただけたのだと思います。学生

の学力はいろいろな意味で多様化しており、そこは皆

さんも日ごろの教育で苦労されているので、レベルを合

わせられるように測れるものはきちんと測る、という部分
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に関しては、わりと位相が合いました。 

 

連携の体制 

 
実際にどういう体制を組んだかというと、1 つは幹事

会です。出ている先生はたぶん汗をかく先生方であり、

ICT の得意な先生、先駆的な先生方です。それから推

進会議は、8 大学の先生方が集まる全体会議になりま

す。この先生方は皆さんアナログで、ここは非常に大事

なところですが、初年時の先生です。初年時の先生は

全学必修を持っているので、そういった先生に入って

いただくのがポイントです。それから、例えばキャリア系

の先生に入っていただくような体制にしました。 

それから、トップダウンも必要になるため、運営会議

である評議会でトップの方に入っていただきました。こ

のトップの方々には毎回来ていただかなくてもいいので、

1 年に 1 回来てもらいます。そして幹事会は年 6 回ぐら

い開きます。推進会議は年 2 回～4 回、結果的には 4

回ぐらいのペースで最初は行いました。初年次は補助

事業が採択されてから半年間しかないのですが、その

半年間で実際に推進会議を 4 回開き、先生方には相

当に集まっていただきました。 

 

推進会議（科目 WG）の様子 
推進会議には毎回約 50 人が集まって、英語、数学、

情報、それぞれの WG に分かれて作業しました。最初

は創価大学でしたが、創価大学はおもてなしが大変す

ばらしく、われわれ 8 大学のメンバーも学内で大変いい

思いをさせていただきました。 

第 1 回目があまりにもいい大会であったため、次の

愛媛大学はなかなか大変だったと思いますが、最後は

道後温泉で非常にいい思いをさせていただきました。

そして第 3 回目を本学で開催しました。 

 
本学では運営会議を開催したのですが、初雪が 1

年に 1 回ぐらいの大雪という大惨事になってしまいまし

た。8 大学の学長が千歳に向けて飛行機で来られたの

ですが、1 時間ほど上空を旋回し、半分ぐらいの皆さん

が帰ってしまったという、非常に大変な会議になってし

まいました。 

そして最後の愛知大学のときにプレイスメントテストが

完成しました。半年間でプレイスメントテストを作りました

が、かなり頑張って作っていただいたイメージでありま

す。 

最初の半年間で各プレイスメントテスト、それから後

述する学修観というものも作りました。次の 1 年間で到

達度テストを作りました。プレイスメントテストは高校まで

の知識レベルの確認で、到達度テストは初年次が終わ

った段階での 1 年後の知識レベルを見るものです。科

目の WG の皆さんに一生懸命作っていただきました。 

私は 8 大学の先生方を信じていなかったわけではあ

りませんが、事務局として、文科省の事業なので、先生

方がちゃんと働いてくれなかったときには、仕方なくテ

スト会社から買うことも多少考えていました。それでテス

ト会社とも友だちになっていたのですが、先生方には

本当によく作っていただきました。最後、プレイスメント

テストが終わったあとに分布等を出しましたが、きちんと

能力が測れているということで、テスト会社からも「大学

の先生はやはりプロですね」と評価をいただきました。 

 

プレイスメントテスト・到達度テストの仕様 
最終的にできたテストの仕様を説明します。数学は

理系、文系、文理に分岐しました。文理はいわゆるグレ

ーゾーンで、例えば私立の理系の学生は半分理系、

半分文系です。推薦で入る学生は数Ⅲを受けていな

いことがあるので、最終的にこの 3 つに分けています。 
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日本語は 1 本、英語は高校までの教育課程に準拠

した英語のプレイスメントテストと、それとは別に TOEIC

を意識した形の 2 本に分かれています。TOEIC に関し

ては 7 段階設定で、かなり分岐したものになりました。 

情報は、プレイスメントテストと到達度テストが一緒で

す。ただし、高校の情報は複数の中から 1 つを選択す

る形になっているため、どちらかというとそこを網羅した

形のテストになっています。高校を卒業した段階ではか

なり欠けますが、大学 1 年生で情報リテラシーを勉強す

ると一通りのものが身につくという確認ができるものにな

っています。 

 

プレイスメントテストの分布 

 
これはテストの分布です。例えば数学の文系では点

数の低いほうに山が出て、数学の理系では点数の高

いところに山が出ます。一通りの分布になる形で、先生

方に作っていただいたテストの分布は、そこそこの形に

なっています。 

 

学修観（学ぶ姿勢） 
それから、学修観というものを作りました。これはいわ

ゆる学習態度を測るものです。 

 
80 問の質問紙で、例えば「自分の感情をコントロール

できるほうだ」という質問に○×で評価を取り、集計する

と、最終的に訓練志向があるか、実用志向があるか、

報酬志向があるかといった特性が出てきます。これはよ

く入学時の業者テストでやることがありますが、日本リメ

ディアル教育学会の研究成果を 8 大学なりにアレンジ

したものを使いました。基礎学力と同時に、自己評価で

はありますが、学習態度が測れる形になっています。こ

れを半年後のプレイスメントテストのあと、4 月に全大学

で実施しました。皆さん本当によく頑張っていただきま

した。 

 

8 大学連携の取組成果（自作プレイスメントテスト） 

 
数を見るとわかるように、愛媛大学では特に日本語

で全学的にやっていただき、山梨大学も全てのものを

ほぼ全学的にやっていただきました。最初の年度から 2

年間で、延べ約 1 万 5000 人規模でプレイスメントテス

トを実施できました。 

 

8 大学連携の取組成果（自作到達度テスト） 
到達度テストはそれほど数が出てきません。入学し

たところのプレイスメントは一斉に測ることができますが、

1 年後は授業の関係でテストをするタイミングがなかな
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かとれないことによります。 

 
各大学、1 年生の終わりに測るところもあれば、2 年

生になった初めに測るところもあり、バラバラに実施して

いる状況です。ただいずれにしても入学直後、それか

ら 1 年間の初年次教育を受けてどう変化したかを、ある

程度の規模でとることができるようになってきました。 

こうなってくると、Learning Analytics や IR の関係で

大学がデータを使いたいと考えるのは自然の流れです。

個票は全て受検者に返却しました。これはテストや学

修観、態度といった集計したもの全てを PDF に変換で

きるようにし、学生一人ひとりに返せる状況を作って各

大学に戻す形になっています。 

 

学習者特性（自己評価）：学修観 

 

 

学修観については 80 問のシートを、紙でもウェブで

もできるようになっています。結果はレーダーチャートで

表示され、PDF の形で各大学の学生一人ひとりに戻り

ます。これと基礎学力を組み合わせて 1 つのシートにし、

学生ごとに学修観の特性、基礎学力の特性を出します。

初年次の日本語、英語、数学等の先生方に非常に一

生懸命やっていただいたおかげで、例えばこの問題の

この辺がまずいとか、文法が弱いということも全部出せ

るような形になりました。以上のものを実際に整備して、

一人ひとりに返すところまで今できています。 

 

8 大学連携整備の教材状況 

 

 
当然ながらテストをやってそれでおしまいではなく、

テストで弱かったところに関して、なるべく主体的に勉

強してもらいます。そのときに授業だけではなかなか勉

強できないので、補助教材として対応する形で e ラーニ

ング教材を整備しています。 

例えば、日本語の語彙を中心としたものに関しては

愛知大学が日ごろ作っている教材を整備しました。英

語に関しては佐賀大学を中心に、TOEIC 対策として、

特に TOEIC の IP を利用している大学が多いと思いま

すが、それに準拠する形の TOEIC の模擬試験を作っ

てもらいました。実際にいくつか使ってみると、IP や
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TOEIC と相関が取れるようなかなり精度のよいものにな

っています。こういったものを 8 大学で共有しています。

そして、愛媛大学を中心に日本語関係のリテラシーを

整備しました。SPI 対策は文系の大学で非常にニーズ

が多く、本学を中心に教材をかなり整備ました。情報に

関しては情報化教育学会の先生方にご協力いただき、

かなりの知識レベルの教材を整備しました。数学は本

学と山梨大学で理系の部分、微分積分、線形代数と

いった教材を整備しました。 

 

英語教材の紹介 

 
これはマクミランの「PRISM」という教材です。6 シリー

ズぐらいある教科書を出版社の許諾を得て e ラーニン

グ化しています。基本的には教科書指定をすれば e ラ

ーニングで使えるということで、たとえば山梨大学は今、

全学でこれを教科書指定にして使っています。 

実際にこういったものができるとどういう変化があるで

しょうか。1 つには、執行部が前向きになるというのが 8

大学の全体的な傾向です。いわゆる学力診断テストが

できます。学習態度の調査もできます。診断結果をシ

ートで返せます。しかも 1 回 500 円もかかりません。無

料でできるわけです。そうすると、小さい大学であれば

それほど費用はかかりませんが、大きい大学は結構な

コストの削減になります。こういったものが実際に使え、

かつ教材も使えます。これが各大学の裁量で使えます。 

大事な点は、入学直後に行っておしまいではなく、

入学直後に行って、1 年後にも行って、経年変化が取

れるということです。各大学の裁量で行えるということが

非常にメリットになっています。 

 

教育改革に資する（であろう）事例 

 
各大学でいろいろな取り組みが出てきています。例

えば北星学園大学では、この取り組みをきっかけに学

修支援機構を実際に設立しました。また桜の聖母短期

大学では 2 年間、実際に授業で教材を使っていただい

ています。聞く限りでは、学力調査や自習教材を実際

に使っていく中で学習時間が増えるということです。例

えば、実際にこの授業に参加した年度は、学生の公務

員試験合格率が上がるなど、そういった声もあります。

もちろん全体的な教育の効果としても出ているとは思

います。 

また、山梨大学や愛知大学を中心に全学的なテスト

を実施しました。たぶん皆さんが興味のあるのは、教材

をどうしているのかというところだと思いますが、この取り

組みを契機に、愛媛大学では今回の事業を中心とした

教材開発室の体制を作ってもらいました。われわれの

今回の教材もかなりの部分を愛媛大学に作っていただ

いていますが、本学や愛媛大学、佐賀大学などの各大

学が分担しながら教材を作る形になってきました。 

 

テスト関係での知見： 

 
こういったテストを実際に作ってみて言えるのは、数

学と英語のプレイスメントテストは文系、理系等の差が
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あるということで分岐したということです。 

プレイスメントテストはウェブでできるようにしています

が、実は 8 大学のほとんどがウェブを使っていません。

結果的にマークシートになりましたが、これが実際の運

用です。ご想像のとおり、入学した直後にウェブで、PC

教室でできるかというと、なかなかそうはいきません。大

学によってはクラス分けにこれを使っており、普通の教

室に学生を一斉に入れてテストをするのがリーズナブ

ルだということで、運用上はマークシートが非常に多い

です。 

それから、アナログが一部で非常に有効だというの

は、われわれも思っているところでした。例えば各大学

は個票を Moodle 上に PDF で出していますが、運用上

は紙に印刷し、担任の先生方が学生一人ひとりに返し

ています。きちんとアドバイスをかけながら返すのが良

いという声も聞こえてきます。そうすると、初年次は全学

的にいろいろな形になります。そういう意味で、アナログ

は今のところ効果があります。もちろん全員が 1 人 1 台

タブレットを持っていれば受け渡すこともできますが、今

は各大学ともなかなかそういう状況にはないため、紙で

配るのも 1 つの手であると考えています。 

クラス分けに使ったり、学習支援をしたり、教授会で

学科ごとのデータとして共有したり、いろいろな使い方

があります。先ほどのようにデータ比較をすることによっ

て全学的に学習支援のセンターを作らなければだめだ

という議論が出るのは、IR としては非常に良いです。こ

ういったテストをやり、ICT を活用して解析すると非常に

メリットがあるというのが、実際に 8 大学でやっている中

での 1 つの感想です。 

 

ステークホルダーの拡がり： 

 
この協議会の枠組みに参加いただいている大学は

たくさんあり、この枠組みを利用した 8 大学の成果はも

う既に公開しています。 

岩手県立大学や湘南工科大学など、ご希望がある

場合にはどんどんアカウントをお渡しして、例えば入学

前教育などでご活用いただいています。昨日も岩手県

立大学にご発表いただきましたが、そういった事例はわ

れわれ 8 大学にとっても新しい使い方でした。同じ教材

でも非常に新しい使い方をしているということで大変参

考になり、ノウハウを共有させていただいています。ほ

かの学会も含めてこういう取り組みをしているところです。 

 

共通基盤システム（クラウド利用） 

 
今、クラウドの形にして公開しています。もちろん ID

とパスワードが必要ですが、それがあれば各大学の入

学前教育でも使えます。学修観はまだ公開していませ

んが、プレイスメントテストぐらいまでは 8 大学の中で協

議し、実際に使っていただきながら、データがどうなっ

ているか、お互いに共有する取り組みを試行的に始め

ています。 

 

千歳の事例（ICT活用による学修時間の担保 従来

型） 

 
ここからは使い方の話に入ります。この図は、本学の
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1 年生の数学、補修クラスの e ラーニングの授業外の学

修率を示したものです。横軸が週、縦軸がパーセントで

す。 

学修率が 90％とすごい数字になっており、学修時間

は一応担保できていると言えます。e ラーニングの専門

家が見ると、よくやっていることになります。なぜかという

と、数学の先生が頑張って、「e ラーニングをきちんとや

らないと試験で困るよ。試験問題に関係あるから」とき

ちんと教育しているわけです。 

ただ、それを何年も続けている先生は、これが主体

的な学修と言えるのだろうかと悶々とされています。復

習するという宿題は、学生にしてみると試験のためにや

っているわけです。このやらされている感は何とかなら

ないかというのが毎回の課題です。特に e ラーニングの

場合は数字で出るので、ちゃんとやっているかやって

いないかがよく見えます。けれども、1 年生の先生は 3

年生の先生から、「1 年生のときに微分積分をやってい

るはずなのに、どうして 3 年生になってできないのか」と

毎回言われるのです。答えは簡単で、学生は 1 年生の

ときは単位のための試験があるから勉強しますが、3 年

生になると関係のない 1 年生の勉強はもうやらないの

で、できません。 

今自分たちが教えていることがなかなかつながらな

い、さて、どうしようかということです。 

 

数学（初年次）の改訂（授業改善） 
先生の改善事例を 1 つ紹介します。8 大学のプレイ

スメントテストを実際に使うと、できる、できないがすぐ分

かるため、クラスをリメディアルクラスと通常クラスの 2 つ

に分けました。ここまでは一緒ですが、その先を少し変

えたのです。 

 

 
今までは、リメディアルクラスは簡単なクラス、通常ク

ラスは普通のクラスとクラスを分けて、補修教育を付け

て、最後にテストをやる流れでしたが、それを少し変え

て、予習クラスを作りました。普通のクラスは e ラーニン

グで予習し、リメディアルクラスは対面で予習します。

「予習クラス」という名前ですが、高校の復習です。 

実は、大学の授業でつまずいている学生の多くは、

高校の内容でつまずいています。だから授業でやる前

の既習知識を先にやることにして、授業は一緒にしまし

た。補修クラスはなくし、簡単なクラスや難しいクラスと

いう概念をやめて、授業は一緒に受けます。後半の復

習はお互いに e ラーニングで宿題をする形です。 

何が変わるかというと、先生のご意見ではありますが、

学生が「分かった」と言うようになることです。最初は強

制ですが、授業が分かるようになります。予習クラスで

既習知識を勉強するから当たり前ですが、勉強が分か

るようになり、ところどころで反応が変わります。もちろん

ここからが最初のきっかけで、先ほど学修観の話もしま

したが、本来、学ぶ姿勢が大事であり、学生に興味を

持たせ、「分かった」をいかに作るかということで、こうい

うふうに変えたという話です。 

これはわりと感触がいいということで、担当の先生は

引き続きこういう形でやりたいということになっています。

これは 1 つの授業改善ですが、これができているのは

なぜでしょうか。もちろん先生が頑張っているからです

が、例えばこういった共通基盤的な教材を上手に使い

ながらやることで、ICT だけでやるのではなく、その先生

の工夫を入れてうまく主体性を引き出せたからであり、

そういう取り組みが始まりつつあります。 

もう一つ、本学の事例を紹介します。これは私が常

に e ラーニングについて悩むところであり、たぶん皆さ

んとも共有できる悩みであると思いますが、やはり主体
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的に e ラーニングで学んでほしいわけです。e ラーニン

グの「いつでも、どこでも学習できる」は「いつでも、どこ

でも学習しない」と同じです。われわれは学習してほし

い、だから e ラーニングがあるわけです。「君が好きなと

きに勉強すればいい、好きなときに学習しなさい」とよく

言いますが、その親の心は全く理解されず、学生は必

要がなければ学習しないので、アクセスしないということ

になります。 

e ラーニングは ID とパスワードを配ればおしまいとい

うのは、ある意味合っています。ID とパスワードを配っ

て、「あとは君たち好きに勉強しなさい」と言っても、必

要がないから勉強しないというのが学生の論理です。こ

こを何とかしなければいけないので、いつからいつまで

にこれをやりなさいと課題を設定すると、学生は「課題

＝必要性」だと思い、それをこなせば良いのだとなりま

す。これは主体的ではありません。実は、これがまさに

日本の通学制で e ラーニングを使うときに大きく問題に

なるところです。先ほどの数学の先生の「やらされてい

る感を何とかしたい」というのはまさにこれです。ここを

解決しなければ何ともなりません。 

われわれは今、課題設定自体を学生にやらせようと

切り替えています。特に共通基盤教育の教材はたくさ

ん作ってあり、学生が勉強できないぐらいたくさんある

ので、それをやらせるのではなく、自分で何をやったら

いいか考えるように変えました。つまり、自分が何を勉

強したらいいかという必要性自体を考えることをテーマ

にしてみたのです。 

 

従来と今回の比較（e ラーニングを通じた学修） 

 
要は、期日と課題内容を先生がコース・マネジメント

することをやめます。大きな枠組みは作りますが、たくさ

んある教材リストから自分の将来に必要なことを自分で

考えて教材を選び、計画を立てて勉強するように変え

てみたのです。 

 

実施科目 

 
これをキャリア教育で実施しました。キャリア教育は

自分が将来何をしたいかを考える授業であり、非常に

やりやすいです。メーカーの人を連れてきて、「メーカー

に行くためにはどうしたらいいか。英語を勉強しなけれ

ばいけないのか」と初めて気づくのです。特に本学に来

る学生は英語を勉強したくなくて来る学生が多いので

すが、将来はメーカーに行きたい、メーカーに行くには

英語を勉強しなければいけないということがキャリア教

育で分かり、分かったあとは自分で勉強しようという流

れになります。 

将来を見据えて何を学ぶかをポートフォリオに書か

せます。つまり、e ラーニングで勉強する前に、何を勉

強するか文章に書かせるように切り替えました。そして、

全体の期間は切ります。これは 1 つの単位の中で動く

ので 2 ヶ月間という設定をし、自分で計画を立て、学習

の手引書も用意します。 

英語は英語の科目で共通基盤の教材を使っていて、

数学は数学の科目で使っています。キャリア教育では

それも意識しながら、他のいろいろな科目で使っている

教材ももう一回勉強しても良いということも含めて、自分

で課題設定をさせて選ばせます。そうすることで、今ま

でキャリア教育と一般の教育はなかなかつながりません

でしたが、学生自身につなげるきっかけを与えられます。

これはわりと上手くいき、やってみて良かったと思う点で

す。もちろんプレテストとポストテストも用意します。 

今回、学部 1 年生は単位ありで実施し、学部 3 年生

は単位なしで実施しました。なぜなら、学部 3 年生はも

う就職指導だから単位は関係ないということでやってい
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るからです。 

実際の授業への適用（2 年生を例に） 

 
図のような感じで 1、2 年生はプレイスメントや学修観

テストをやって就職のいろいろな講座が進んでいき、実

際に後半では PBL 等が進んでいきます。そして、その

中で並行して e ラーニングを動かす形になっています。 

 

学修計画率（2 年生） 

 
グラフを見ると分かるように、実際にやってみると学

習の計画率がずっと変化し、増えてきて、85％ぐらいま

でいきます。 

 

学修計画率（3 年生） 

 
一方、3 年生は図のような状況になります。単位がな

いとここまで下がるのです。日本の単位制がいかに強

力であるかがこれでよく分かります。単位を設定しない

となかなか動きません。 

 

参考：過去の事例（3年生）：SPIをテーマ設定（単位

無し） 

 
ただ、これも実はやり方、やらせ方の問題です。別の

ときに 3 年生でやったときには率がぐっと上がっていま

す。ある先生はこのときに SPI を意識させました。就職

のときにはこういうものが必要だと意識させると、ぐっと

やります。そうではなく、ただ単に学びは大事だよと 3年

生に言ってもなかなか通じません。このような取り組み

がずっと続いています。 

 

計画の立て方の違いによる取組差 

 
これは学習の立て方による違いが顕著に出ています。

A の学習をポートフォリオに書くときに、何のために勉

強するのか理由付けをしっかり書いている学生は、取

組時間もずっと増えています。最初の計画をきちんと

立てる学生はしっかり学習する傾向が出ています。 
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PBL（アクティブ・ラーニング）参加学生の状況（特徴

点抽出） 

 

 
これは裏で動いている PBL です。いわゆるアクティ

ブ・ラーニングで動いている学生の学びは、このような

形です。 

2 年生全体と比べると英語のプロジェクトで動いてい

る学生、つまり PBL をやっている学生の学習時間はず

っと伸びる傾向が出ています。体験的に勉強しながら

自分で主体的に勉強するくせが付くことが、こういうとこ

ろから確かに見てとれます。 

 

次年度以降の方針（申請書に沿って） 

 
次年度以降、今のような事例を 8 大学でどんどん増

やしていこうと考えています。 

まとめ 

 
大学連携で共通基盤の整備をずっとしてきましたが、

皆さんに公開できる状況になってきているので、ご興味

のある方はぜひお声かけいただければと思います。各

大学の教育改革に資するような道具はできたので、こう

いったものを今後も随時出していきたいと思います。 

よく言われることですが、われわれが作ったのは道具

であり、手段にはなりません。ここからが大事です。われ

われは主体的な学びを最終的なゴールにしています。

これは本来、最終的に教員と学習者の関係性の中で

決まるものです。これからおそらく各大学でいろいろと

地道な努力が続いていくと思われますが、そういったノ

ウハウをお互いに共有し、意見交換していきたいと考え

ています。 

 

       
     

This work is licensed under a Creative 
Commons Attribution 4.0 International License. 
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教育のオンライン化と大学図書館 
千葉大学 教授 竹内 比呂也 

 

教育のオンライン化と大学図書館 

 
大学図書館を中心にお話しします。先ほどはデジタ

ル教科書がテーマでした。ここでは、図書館が扱うコン

テンツのデジタル化が、今いろいろなところで議論され

ている教育改革とどう関係しているかということを中心と

しつつ、千葉大学がアカデミック・リンクというコンセプト

で 2011 年から行ってきたことをふまえながら、どういう課

題があるかについてお話ししたいと思います。 

 

教育のオンライン化（オープン化）がもたらしたものは

何か？ 
教育のオンライン化やオープン化が何をもたらしたか

ですが、前提として考えておくべきこととして、「何を学

ぶか」を決めるのは誰かということに、大きな変化があっ

たのではないかということです。 

 

 
つまり MOOCs など、無料でいろいろなことを学べる

状況が出てきていますが、教育を提供する側が何を教

え、何を身につけさせたいかではなく、学習者が何に

興味を持っているか、何を勉強したいかによって学ぶこ

とを決めることができるようになりました。 

しかしこのことは、大学がカリキュラムを組んで教える

こととは、ある程度矛盾します。あることを教えたいと大

学が思えば、学生が面白くなさそうだと思うことであって

も教えなければならないのは当然です。それぞれの領

域でスタンダードな知識といわれているのは、おそらく

そういうものです。このような課題はあるものの、オープ

ン化によって、生涯何かを学び続けることを保証する環

境が整備されてきたのは、非常に大きく重要なことです。 

このような話は大学という枠を越えてしまっています

が、もう少し狭く考えて、大学での教育あるいは学習の

中にオープン化の動向やオンライン化の動向がどのよ

うな影響を与えたのかを若干考えてみましょう。例えば

「単位の実質化」として議論されてきましたが、教室で

の授業にプラスして事前事後の学習を充実するといっ

たような、学習と授業のスタイルに大きな変化を与えて

いるだろうということになります。つまり、「反転教室」のよ

うなものが教育のオンライン化によって非常にやりやす

くなってくると、対面授業の相対化が起きることになると

思われます。 

そうなると、学生は学校に行くことによってある程度

の知識を身につけるということが、相対的に小さくなっ

てしまう可能性があり、なおかつその事前と事後に学習
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を組み合わせなければいけないことになってくれば、こ

れは、学習の場として教室は最適な場ではないと言っ

ていることにほぼ等しいことです。 

事前学習、事後学習にはリソースが必要ですが、教

室には残念ながらリソースはありません。多くの場合、

教室という場所は空っぽです。高等教育ではアクティ

ブ・ラーニングが必要だと言われていますが、ではその

ためのリソースが教室にあるのかとなると、たぶんないと

いうことになります。では、学習のためのさまざまな支援

が得られるかと言うと、それも教室では得られません。

学習のためにはコンテンツが必要で、教材が教室で得

られるかと言えば、それもそうではありません。 

もちろん、教育の場として教室は優れた場所ですが、

それは教員がそこに来るということによってリソースがも

たらされているのであり、なおかつ、そこで行われる教

育は必ずしもアクティブ・ラーニングではないということ

になります。もちろん、アクティブでないラーニングが全

く意味のないことだとは思いませんが、しかし今日社会

が要求している高等教育の質の改善ということにおい

て、アクティブ・ラーニングが非常に重要であるとすれ

ば、そのための最もふさわしい場所はどこかと考えたと

き、現在の大学の環境を考えると大学図書館になるの

ではないでしょうか。 

私の前々任者である土屋俊先生が、「大学はなくな

るかもしれないが、大学図書館はなくならない」と、ある

とき比喩的におっしゃいましたが、土屋先生がおっしゃ

りたかったのは、たぶんこういうことだろうと思います。 

 

大学図書館を巡る環境の変化 

 
では、大学図書館とはどういう場所であるのか、一応

振り返っておきたいと思います。大学図書館は非常に

歴史の古いものですが、我が国の大学の中での大学

図書館の位置付けは、きちんと議論されてきたかという

ことについてはいろいろ意見があるでしょう。1970 年代

以降から大学図書館は政策的な課題として論じられて

きていますが、これはほとんどが研究に関わるものであ

り、学術情報政策という枠の中で、その一機関としての

大学図書館の役割がずっと議論されてきました。 

しかし、高等教育の枠にあって大学図書館が論じら

れることはほとんどなかったと言ってよいでしょう。これが

急に論じられるようになったのは 2000 年以降だと私は

考えています。大学図書館の役割が、高等教育の中

で大きな意味を持つと考えられるようになってきました。

いきなりそのような議論が出てきたのですが、しかしそ

の前に、大学図書館界はそれなりの努力はしてきたと

言っていいでしょう。それがいくつか政策的文書として

まとまっています。 

 

「新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向

けて一生涯学び続け、主体的に考える力を育成す

る大学へ」中央教育審議会答申（2012年 8月 28日） 

 
 

「学修環境充実のための学術情報基盤の整備につ

いて」（2013、審議まとめ） 

 
そのような背景は、学生の主体的な学習という概念
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だったのではないかと考えることができます。アクティ

ブ・ラーニング、学生の主体的な学習、それによる学士

課程教育の質の向上を考えていく上で、大学図書館と

はどうあるべきなのかを議論したものが、2013 年に科学

技術・学術審議会の下におかれた委員会で、「学修環

境充実のための学術情報基盤の整備について（審議

まとめ）」という形でまとめられています。その中で、学修

環境充実に関わる学術情報基盤整備には、コンテンツ、

学習空間、人的支援の 3 つの要素が不可欠で、その

有機的な連携が必要であるとされています。 

従来、図書館はコンテンツを提供する場所、コンテン

ツが蓄積されている場所という理解でした。今は、それ

を活用していくための空間が必要であり、それと同時に

その空間を使い、かつコンテンツを使い、学習を進めて

いくような人的支援が提供されなければならないと言う

ようになってきました。 

このこと自体を捉えても、教育のオープン化とかなり

密接に関わっていると言っていいかもしれません。つま

り、オープン化にはいくつかの段階があり、今世間一般

で言われているオープン・エデュケーションは、おそらく

大学の枠を完全に取っ払ってしまい、社会においてさ

まざまな教育機会を持つことができることと定義される

だろうと思いますが、大学という制度の中で生きている

人間からすれば、教室という場を離れて大学全体が教

育学習の場として展開されるようになること自体が、ま

ずオープン化の第一歩だろうと考えます。 

そのオープン化の流れの中で、一番コアとなるファシ

リティとして図書館が明確に意識されるようになったこと

自体は、日本の高等教育のこれまでの流れを考えてい

くと、相当大きな変化だと言っていいのではないでしょ

うか。 

 

大学図書館を巡る動向 

 
大学図書館を巡る動向の中のキーワードの 1 つが、

ラーニング・コモンズと言われているものです。2013 年

5 月 1 日現在、306 の大学図書館にアクティブ・ラーニ

ングを支えるためのスペース、いわゆるラーニング・コモ

ンズと言われるようなものができているということです。 

「草木もなびくラーニング・コモンズ」と私はよく言って

いるのですが、まさに今や図書館と言えばラーニング・

コモンズであるといった状況になっています。もちろんこ

れは、ラーニング・コモンズの定義をどう考えるかによる

のですが、どのようなものを整備すればいいのかという

ことが、必ずしも明確になっているわけではありません。

アクティブ・ラーニングという言葉も皆さんよく使われま

すが、アクティブ・ラーニングをやらせるために学生に

枠をはめてしまうといったような話も出てくるわけで、何

がアクティブ・ラーニングかに関しても非常に難しいとこ

ろです。しかし、学生が自律的に学ぶための基礎とな

る空間整備が大学図書館で進んでいることは、事実で

あると言っていいでしょう。 

 

ラーニング・コモンズとは 

 
これの定義も非常に難しいですが、私はこれをよく引

用しています。「ラーニング・コモンズとは、学生を主体
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とする、物理的な、あるいはヴァーチャルな学習空間」

であり、いくつかの特徴があるものですが、「学習過程

に関与する学生、教員を支援するための技術や資源、

サービスを提供することによって、共同あるは個人のア

クティブ・ラーニングを促すような場所」だということです。 

アクティブ・ラーニングというと、プロジェクト・ベース

ド・ラーニングのようにグループでやるものだとよく思わ

れがちですが、必ずしもそうではありません。今の多く

のアクティブ・ラーニングの理解では、まず授業があり、

その授業で何かを学ぶというプロセスの中で学生の自

律性を一定程度取り込もうということになっていると思い

ます。しかし、本当のアクティブ・ラーニングはもう少し

広いのではないかと私は考えます。 

 

学生を中心に見た「場所としての図書館」と機能 

 
この絵にあるように、学生は真ん中に存在していて、

いろいろなことを学びたいとおそらく思っていて、さまざ

まなコンテンツや授業に触れたりすることによって、自

分が何を学びたいかに気がつくはずです。 

自分が学びたいことが何であるかに気がついて、自

らそれに向かってさまざまなリソースを使って学んでいく

こと自体がアクティブ・ラーニングなのであり、本来は授

業の枠だけにはまってしまうことではないのではないで

しょうか。 

gacco という MOOCs のプラットフォームがありますが、

それを視聴できる端末を公共図書館に置くといった動

きが出てきています。まさに生涯学ぶ場である公共図

書館にそのようなオンライン型の学習リソースが入って

くることは、非常に理想的だと考えているのです。大学

図書館という、もともと大学を前提にしているところでは

そういう形にはなっていませんが、学習者を中心とした

学習環境としては、既述した 3 つの要素がうまく重なっ

ていくことにより、学生が自ら学びたいと思うことを自律

的に学んでいくような仕組みを提供できるのだと思いま

す。 

 

コンテンツの提供の基本的考え方（千葉大学アカデ

ミック・リンク） 

 
この中では、特に今日はデジタルコンテンツの話が

中心になると思います。われわれアカデミック・リンクが

目標として推進してきたことは、学生が使いたい形で、

つまり電子でも紙でもどちらでもいい、ただし、迅速に

入手できるようにすることです。そのためには図書館の

蔵書にこだわっていてはだめなので、購入も選択肢と

して考えていいだろうということです。そして、「教材」、

すなわち教員が教育を行うために自ら作ったり提供し

たりする教育リソースの作成の支援も視野に入れて考

える必要があり、従来の図書館が行ってきた、本を集め

てそれを提供するといったことを大きく越えたコンテンツ

提供環境が必要だと考えてきました。 

ここに 5 つのタイプを挙げています。ただ単に教科書

だけではなく、その周辺に存在している資料が必要だ

という話が先ほどありましたが、それだけではなく、学び

たいと考える学生にとって必要な資料は非常に幅広い

ものだということを考え、その提供環境の整備が必要で

あるという意識のもとに、その範囲を広げていったと言

えるでしょう。 
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千葉大学における成果 

 
アカデミック・リンクではいろいろなことをやっていま

す。例えば、既に絶版になっている『児童文学事典』と

いう紙の事典を電子的に提供し、これをオープンアクセ

ス化しました。また、LMS に載る教材を作ったり、プリン

ト・オンデマンドの機械を使って複数の著作物からいく

つかの章を抜き出して 1 つの新しいタイプの「コースパ

ック」と呼ばれるものを作ったり、LMS 上にある本の 1 章

だけを載せたり、ある特定の先生のニーズに合わせて

いろいろな素材を集めて教材を作り、そのためにさまざ

まな著作権処理をするといったことです。 

また授業そのものも、学生にとっては非常に有効な

学習のリソースになりますが、動画で配信してあとから

見られるようにするだけではなく、撮る前に授業がどうい

うものであるか知るための紹介動画を作り、授業では取

り上げられなかった内容を説明するための、言ってみ

れば付加的なコンテンツをオンラインで提供するといっ

た実験をしました。 

 

（図：空間・人的サポート・コンテンツ） 

 
空間、人的サポート、コンテンツ、この 3 つが科学技

術・学術審議会の委員会の「審議まとめ」にあると先ほ

ど述べましたが、これはアカデミック・リンクでも中核の 3

つの機能と考えていたものです。われわれではこの活

動をもう 4 年間やってきましたが、その中で一番大きな

課題は何かと考えたときに、やはりコンテンツだと言わ

ざるを得ません。コンテンツを入手できる環境が日本全

体を考えた場合にない、ということです。 

 

過去に起きたこと 

 

 
これは昔お示しした例です。基本的な本がもう出版

社で品切れになってしまっていて、再販の見通しはなく、

いわゆる「品切れ重版未定」の状態になっています。学

生が自分で勉強するためにこの本を読みたいと思って

も入手できないといったことが、実際にはかなりありまし

た。 
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今日、このような状況は解消された……？ 

 
今日このような状況は解消されたのでしょうか。今こ

こで取り上げた例はシュプリンガーの本ですが、シュプ

リンガーが出している図書に関しては、過去のものも含

め、全て電子化が終わっています。ですから、重版未

定による品切れは存在しなくなっています。入手しよう

と思えば、今は POD で紙を入手したり、あるいは電子

で入手できたりする状況になりました。これはすばらし

いことです。 

 このような状況が日本のほかのコンテンツで言えるか

といえば、決してそうではありません。ご承知のように、

電子書籍元年がいつでしたか、元年は来たけれどその

元年は明けなかったのではないかという気がします。残

念なことに、日本語での学習者にとって必要なコンテン

ツは、十分デジタル化されていない現状があります。 

 

コンテンツ供給の重要性 

 
とにかくこの状況を解消することが非常に重要で、わ

れわれはこのことが大事であるとずっと言い続けてきて

いますが、なかなかこの状況は変わっていません。われ

われは全て無料でほしいと言っているわけでは決して

ありませんが、さまざまな複雑な要件が絡み合っていて、

われわれの望むような形でコンテンツが供給される状

況ができ上がっていないという印象があります。 

 

出版社、著者、大学の連携によって実現すべき変

革 

 
われわれは、コンテンツに関して、何に取り組むべき

かということを 2011 年の段階でいくつか言ってきました。

教育・学習に利用していくための利用障壁はまだあり、

合理的なビジネスモデルもできているかといえば、でき

ていないと言わざるをえないでしょう。 

 

教材に関して何が課題か？ 

 
特に教材に関して何が課題かというと、教員があるリ

ソースを授業のために使いたいと考えたときに、今日の

ICT 環境においては、著作権法の権利制限を超える

利用実態がどうしても生まれてしまうといったことがあり

ます。LMS にある著作物を載せて学生に読ませたいと

思った場合に、学内であればおそらく問題はないと思

いますが、学生が自宅からアクセスできるようにしたら、

これは権利制限を超えたと解釈されるでしょう。 

では許諾を個別に得ようとすると、大変な手間と労力

がかかります。あちらこちらで問題になっていますが、

孤児著作物と言われているようなものを電子的に提供

しようとしたり、あるいは複製しようとしたりすると、これも
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大変な手間がかかります。そうなると結果的に「えいや」

とやってしまうか、使うのをやめるのかどちらかなってし

まい、「えいや」とやってしまった場合には、大学という

組織で考えればコンプライアンスの観点から非常に大

きな問題があると言わざるを得なくなってしまいます。 

 

大学学習資源コンソーシアム（CLR） 

 
それではどうしたらいいのか。われわれは 2014 年 5

月に大学学習資源コンソーシアム(CLR)を発足させま

した。発足時 9 大学、現在 18 大学になっていますが、

われわれが何をしたいかというと、教材として使えるコン

テンツのかたまりを作りたい、ということです。そのコンテ

ンツのかたまりについては、われわれのメンバーとコン

テンツの提供者との間には使い方についての合意がで

きており、その合意の範囲内であれば、使うときには

個々に許諾を取る必要がないという状況にしたいので

す。つまり、コンソーシアムの会員となっている大学から

見れば、そのコンテンツはオープン化されているに等し

いという状況です。そういう状況を早く作る必要がある

のではないかとわれわれは思っているところです。 

 

高等教育における学習資源の開発と利用の革新的

モデルを構築する 
その環境においては、権利者からのさまざまな情報

を集め、どれが許諾されているのかについて大学側に

情報提供し、それを使ってもらうと同時に、自作教材の

共有化に同意してくださる先生方に対しては、その自

作教材を少なくともこのコンソーシアムの中ではうまく共

有化できるようなしくみ作りが必要と考えています。 

 
このような枠組みは、当面われわれはメンバーシップ

の中だけでと考えています。しかしながらこれはある種

のモデルであって、これを進めていけばより広い範囲で

教育のためのリソースの共有化が図られます。最終的

には真の意味でのオープン化が実現できるという可能

性が段階的に広がっていくのではないか、と考えてい

ます。 

 

This work is licensed under a Creative 
Commons Attribution 4.0 International License. 
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オンラインコンテンツにおける DOI の役割 
国立情報学研究所 教授 武田 英明 

 

オンラインコンテンツにおける DOI の役割 

 
私にはいろいろな立場があります。大学共同利用機

関であり国立大学と同じような組織である NII、国立情

報学研究所に所属しています。学生のいない大学とい

った組織で、主にコンピュータサイエンスの研究者が集

まっているところです。大学共同利用機関として大学に

サービスしている中に機関リポジトリの話もあり、これに

ついては後述します。 

きょうのメインはジャパン・リンク・センターで、そこは

国内で DOI を管理する団体ですが、それの共同運営

委員長もしています。 

また、研究面では Linked Open data が主な研究テー

マであり、先ほども Facebook にきょうは DOI の話をする

と書いていたところ、LOD の話はしないのかといった指

摘もあり、確かにアノテーションのところでは実は関係

がありますので、ディスカッションで時間があればご紹

介します。 

以上のような立場です。 

 

コンテンツ流通を支える情報基盤のレイヤー 
きょうここでなぜ DOI の話なのかという点が抜けてい

たので 1 枚だけスライドを足しました。これはデータ DOI

の話では何度も使っているスライドを改造したものです。 

コンテンツは大事なものです。コンテンツをどうしたい

か、どういうフォーマットでどう書きたいか、それについ

ては、例えば教育コンテンツに必要なのはどんなことか

といった議論をし、自分たちのドメインの話であれば皆

さんよく知っているのでここで困ることはありません。 

ところがドメインを越えた利用をしたいと思ったときに

は、この箱の中に何が入っているのかが分からないとい

けません。これがメタデータであり、これがないと使えま

せん。さらにメタデータもバラバラに書かれると困るので、

メタデータのフォーマットが必要であり、メタスキーマと

呼ばれるものがあります。これをある程度共通化してお

くと、中身を見なくてもこれはいつ誰がどんな内容で作

ったかなどを推定することができます。さらに、実際こう

いうデータを流通させるためにはいわゆる荷札が必要

であり、番号を付けて管理しなければなりません。これ

が識別子というものです。 

インターネット上にいろいろある中で、それが簡単に

分かるようにしなくてはいけないので、これが 1 つの同じ

ものだと分かるようにします。ここが識別子の話です。き

ょうのこれからの話は、この識別子の話です。 

もう 1 点重要なのは、そのデータを流通させるのにど

こに置くか。これはウエアハウス、倉庫ですが、これがま

さにリポジトリで、これもある程度共通化しないとうまくデ

ータのやりとりができなくなります。メタデータのやりとり

を実現するにはリポジトリもある種の共通の約束事に乗

って動かないといけないので、リポジトリの話もしたいと

思います。 

NII はコンピュータサイエンスの研究所ですが、一方

でいろいろなサービスを大学に提供しています。その

中の 1 つが、機関リポジトリをハーベストする、あるいは

機関リポジトリのソフトウエアもわれわれで開発し、

WEKO というものを提供しています。そういう部分もこの

データ流通、コンテンツ流通を支える重要なレイヤーで

す。 

このようにいろいろなレイヤーがある中で、きょう私は

この識別子だけをお話しします。 

 

DOI (Digital Object Identifier) 
DOI とは何か、ジャパン・リンク・センターの資料を見

ていただきたいのですが、簡単にご説明します。 
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DOI、Digital Object Identifier は非常に簡単なもの

で、識別子からデジタルオブジェクトが存在する URI

（または URL）に変換するサービスです。例えば、この

ように DOI name が書かれていたらそれがある場所に行

く、あるいは URL としても「http://dio.org/……」と書かれ

ていたらある場所に行く、基本的にはこれだけのサービ

スで、非常に簡単なものです。 

例えば、私のホームページの論文リストでは、左下に

「doi.org……」と出ています。これは私がホームページ

の中でこういうリンクを書いたものです。それをクリックす

ると違うページに飛びます。これは J-STAGE のとあるペ

ージで、先ほどの論文があるところに飛びます。基本的

にはこういう非常に単純な機能です。ただ、これを支え

る仕組みは込み入っていて、そこを紹介します。 

これは、International DOI foundation（IDF）が管理し

ているもので、もともとは、今紹介したようにまさに論文

の所在を的確に案内するようなシステムとして作られて

いますが、今はインターネット上のいろいろなオブジェク

トに使われるようになっています。 

また、面白いことに、IDF が管理しているとはいえ、

IDF が実際に業務をやっているわけではなく、そこに登

録業務の団体、レジストリ・エージェンシーがいて実際

の運用を行うという階層的な構造になっています。 

 

DOI の役割 

 
DOI の役割で重要なことは、一つは解決可能である

ことです。つまり、今まさにお見せしたように、DOI の ID

を入れると URI に案内してくれるということです。 

また、持続的とは、これが結構重要なところで、今の

ようなサービスが、きょうは成功しても明日は失敗という

ものでは困ります。できるだけ長く続いてほしい、そこが

ポイントです。似たようなサービスで、インターネット上の

短縮 URL のサービスを思い起こすかもしれませんが、

あれはいつ終わるか分かりません。DOI は論文のため

に作られました。つまり、そもそも DOI を作ったモチベ

ーションは、紙時代の論文は図書館に行けばいつでも

手に入る、極端なことを言えば 100 年後も手に入るは

ずだったものが、デジタル化して便利になったけれども、

今度は所在がすぐに分からなくなった、それで作ったと

いうものです。そのため、当然長い間続くことが前提で

作られています。そのためにわざわざ団体を作り、単な

るインターネット上の URL ではなく、団体で管理する仕

組みを作っています。 

 

DOI の働き 

 

 
もう一つ重要なポイントは、今のような仕組みは、一

種のデータベースの上で、単純にはこの DOI ID と

URL のマッピングテーブルを保持しているですが、当

然これは、もし所在位置が変わった場合は書きかえて

使うことができるようになっています。この書きかえは、

論文で言えば出版社が行います。つまり、出版社の論

文がサイトのリニューアルで移動したという場合も、この

データベースの書きかえをするだけで、ユーザー側は

気にしなくていいということになります。 
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DOI 運営の構造 

 
DOI 運営の構造は既述のように、IDF があり、その下

の Registration Agency（RA）が実際の運用を行ってい

ます。 

 

IDF Registration Agencies 

 
Registry Agency は今 9 つあり、DOI の話をご存じの

研究者の方は多いと思いますが、ほとんどの論文に関

する DOI は CrossRef という RA が管理するものです。 

これからご紹介するジャパン・リンク・センター（JaLK）

は 9 つ目、一番新しい RA です。 

 

CrossRef 

 
CrossRef は最初に作られたもともとの趣旨のところで、

論文の URL の管理をします。正確には、論文の

Citation、引用の部分も管理しています。 

DOI 自身のサービスは、基本的には DOI の ID と

URL をマッピングするだけの機能ですが、RA は独自

にいろいろなサービスを行っています。CrossRef はまさ

に論文のメタデータの管理及び論文の引用データの

管理を行っています。これがあるおかげで的確に引用

が付けられるようになるというのが、出版社にとってのメ

リットになっています。 

 

基本的な DOI の使い方（Nature サイトの例等） 
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使い方については既にご紹介したとおりで、基本的

には論文に DOI を付ける、引用時に付けるといったこ

とです。論文に DOI を付けておけば、インターネット上

でこれを打ち込めば出てきます。あるいは、同じ論文の

引用文献のところでリンクがあり、引用のところでクリック

すると所定のページに飛ぶようになっています。 

論文の頭に付いていることもあるし、紙論文や PDF

にもこのように書いています。PDF の場合はこれをクリッ

カブルにしても構わないし、コピー・アンド・ペーストで

入れても良いです。こういう仕組みがよく使われている

という例です。また、自分のホームページに使っても構

いません。 

 

DOI のメリット 

 
DOI のメリットは、著者にとっては自分の論文が読ま

れやすくなることです。読者にとっては、確実にテキスト

にたどり着けるということです。また、引用文献の本文に

確実にたどり着けます。出版社にとっては、確実に自

社サイトに誘導できます。つまり、Google などで当てず

っぽうで検索しなくても自社サイトに来てもらえるわけで

す。引用文献の同定が楽になります。また、資金提供

者や大学にとっては、業績確認のための論文の有無

が簡単に分かるといったメリットもあります。 

 

ジャパン・リンク・センター(JaLC) 
ジャパン・リンク・センター(JaLC)について簡単に説

明します。 

 
これは、日本国内で DOI をもっといろいろなものに使

いたいとの目的で、上に挙げた 4 団体が共同で設立し

たものです。実際には JST に事務局が置かれ、JST の

スタッフが作業を行っています。 

 

ジャパン・リンク・センター(JaLC)設立趣旨 

 

 
なぜこのようなものを作ったのかというと、とにかく日

本のコンテンツにもっと DOI を付けたい、いろいろなも

のに付けたいということです。今までにある RA の

CrossRef だとどうしても学術論文、ジャーナルや書籍な

どに限られてしまいますが、日本には種類も置き場も違

う、特に機関リポジトリなどにも置いてある、いろいろな

電子的な学術コンテンツがあるので、それに付けたいと

いうことから作りました。 

 

JaLC DOI の目指す方向 
極論すれば、研究者の業績が全てカバーできる

DOI にしたいというものです。ここにはそういうものがあ

るし、さらにはきょうの話題でもある教育用コンテンツや

データなどもターゲットにしようということです。 
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DOI 登録の流れ、DOI 登録方法 

 

 
仕組み等の説明はテクニカルなもので複雑なため割

愛します。 

 

メタデータ・スキーマ 

 
基本的に JaLC は CrossRef と類似の仕組みで動い

ていて、同じようにメタデータを管理しています。メタデ

ータは、最初は CrossRef と同じように論文しかありませ

んでしたが、昨年 12 月から 5 タイプのメタデータに拡

張しました。とはいえ、5 タイプに分けたことにそれほど

差はありません。潜在的なニーズがあるだろうとして分

けたもので、e-learning がきょうの話題に関係あるところ

です。 

 

JaLC e-learning メタデータ 

 

 

 

 
分けたと言ってもこれはそんなに差はありません。生

のメタデータの項目は、実際に関係するのはこの 1 カ

所だけで、learning_resorce_type というメタデータが 1

つ付いていて、それは何のことはない、このコードを選

べというそれだけしか入っていません。 

これを決めるときには、ここにいらっしゃる小野先生

に入っていただき、コンテンツ拡大ワーキンググループ

で議論いただいたのですが、残念ながらラーニングオ

ブジェクトの大きなメタデータを入れるのは難しかろうと

いうことで、今回はこのたった 1 つ項目を増やすことで
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対応しています。ここはまだ議論の余地はあると思って

います。 

 

教育コンテンツにおける DOI のメリット 

 
では、教育コンテンツにはいったいどんなメリットがあ

るでしょうか。論文のケースのアナロジーでしかありませ

んが、まずもちろん、自分のコンテンツが引用されやす

くなります。つまり、長い URL を書かなくてもたどり着け

るようになります。Web だと書きかえは容易ですが、PDF

や紙は変更が難しいです。DOI の場合は、発行者が

変更すればいつでも必ずコンテンツに誘導できるという

メリットがあります。 

そのような仕組みがあるので、コンテンツの中に引用

と同じような意味で、他のコンテンツを参照するときのや

り方が確実になります。今までであれば、さらに学習し

たい人はここを見よといった場合には長い URL を貼り

付けざるを得ませんでしたが、この URL がいつまである

か不安であるわけです。これに対して、DOI を使えば、

DOI のシステムの中にいる限りは確実に所在地に誘導

することができます。利用者についてはその裏返しで、

容易にたどり着けるようになります。 

コンテンツ管理組織にとってはどうでしょうか。確実に

自分のサイトに誘導でき、自分がどう使われているかが

分かります。DOI 経由で来たことの統計、カウントするこ

とができ、使われたことを知ることができます。 

コンテンツ・サービス設計者、これは著者なのか管理

組織なのかが微妙なためあえて 1 つ別に分けましが、

コンテンツを作るときに組み合わせたようなコンテンツが

比較的作りやすくなるだろうということです。自分のサイ

ト内に閉じたコンテンツを作るのではなく、外部のものと

組み合わせたものを作る場合も、外か内かをあまり意

識せずに作ることができるのがメリットです。 

 

JaLC における教育コンテンツの取り扱い 

 
ただ、教育用コンテンツに関しては実は JaLC の中で

議論が始まっていません。冒頭で紹介したように、12月

からコンテンツの種類を拡大し、研究データも入れまし

たが、今は研究データがかなりホットな議論になってい

ます。JaLC の中で研究 DOI 実験プロジェクトが走って

おり、既に数ヶ月で 3、4 回のミーティングを行いました

が、DOI をデータにどうやって使うかといった議論を始

めています。残念ながら、教育コンテンツに関しては、

どういう方に興味を持ってもらえるかについてリーチで

きておらず、ニーズが把握できていなくてそこがうまくい

っていません。 

ここに貼り付けたものは研究データの DOI で議論に

なっている項目で、こういうことが教育用コンテンツでも

議論になるだろうと思われます。どんな粒度、つまりど

んな単位で貼り付けたら良いかや、あるいはポリシーを

決めないとうまく回りません。付け方のルールがあるとい

ったことなどについて、教育の分野でも議論してもらい

たいと思っています。だから、今回お呼びいただいたこ

とについて、私どもはとてもうれしく思っています。 

ぜひ、DOI に興味を持ち、DOI をどう使おうかという

ことがあればご相談ください。われわれは喜んで協力し

ます。ぜひこんなふうに使いたいとか、こんな使い方は

できるのかといった疑問から始まっても結構です。この

ように決めれば皆がスムーズに入れられるだろうといっ

たことなど、われわれは何かを押し付けるというよりは、

教育コンテンツではこのように使いたいからこのようなポ

リシーにしていこうといった合意形成を支援したいと思

います。 

われわれが期待しているのは、この分野ではこのよう

なルールを決めれば皆がスムーズに使えるといったポリ

シーを、コミュニティの中で作ってもらいたいということで

す。ぜひその辺を一緒に考えていきたいと思います。 
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まとめ 

 
DOI はインターネット上のオブジェクトに持続的にア

クセスさせる仕組みです。ジャパン・リンク・センターで

は教育コンテンツを含め広く学術コンテンツに対するサ

ービスを提供しています。教育用コンテンツにおける

DOI のメリットは、安定したコンテンツへの誘導、コンテ

ンツを組み合わせたサービス提供の可能性といったと

ころにあると考えています。ぜひこういう利用の仕方を

皆さんと一緒に考えていきたいと思います。 

 

This work is licensed under a Creative 
Commons Attribution 4.0 International License. 
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JEPA の電子教科書への取り組み 
（一社）日本電子出版協会(JEPA) 事務局長 三瓶 徹 

 

JEPA の電子教科書への取り組み 

 
私ども電子出版協会は今から約 30 年前にできまし

た。特徴的なのは、出版社や印刷会社、IT 系印刷会

社の全てが入っていて、業界団体ではなく業際団体で

ある点です。出版社を守ろうとか印刷会社を守ろうとか、

誰かを守ろうということは一切ありません。従って、目的

を決めたらそれに向けて猪突猛進、真面目にやってい

ます。 

「電子出版界は高等教育にも貢献したい」と書きまし

たが、ことの発端は、3 年ほど前に山田先生、堀さんな

どと図書館大会でお話ししたことです。日本の大学図

書館でどんな本が読まれているか、もし絶版になってい

る本がよく読まれているのであれば、全部電子化してた

だで読ませようではないかといった話をしました。 

NII と紀伊國屋からデータを出してもらい、大学図書

館でどんな本が読まれているか、1 番から 100 万番まで

順番を付けて出してみました。当然、100 万番までは読

めないので上位 2000 番までプリントアウトをして読んで

みると、70％は医学・薬学、残りの 20％が法律、私のや

っているような電子工学その他は残りの 10％でした。 

さらに、医学・薬学でどんな本が読まれているのかを

見ると、要は資格試験の受験勉強のものでした。医学・

薬学は試験があるから読んでいる、それも分子生物学

などの厚い本ではなく、受験に出そうなものを読んでい

る、法律も、弁護士になりたいとか役人になりたい者が

試験のために読んでいる、ということです。 

それを見ると、図書館では本が要らないのではない

かと思えてきます。全国の大学の図書館には延べ 2 億

冊の本がありますが、これは 10年たったら皆紙くずにな

ります。出版社はもう仕事がない、どうするのかと言って

いますが、そうは言っても、本当に役立つ本なら電子化

して読んでもらいたいのです。 

欧米では、エルゼビアなどがジャーナルを出していま

す。それ以外に、学術書も電子化が進んでいますが、

日本ではほとんど皆無です。電子化されている学術書

もないわけではありません。ネットライブラリーなどには

約 3000 冊、今では 5000 冊ぐらいにはなったでしょうか。

それがどれだけ読まれているかというデータがあります

が、とある有名大学で 1 年間に、3000 冊のうち 1 回でも

読まれた本は 16 冊しかありませんでした。 

つまり、電子化されたから読まれているわけではあり

ません。授業で使わない限り、学生がそれを読む必要

がなければ読まないし、先生が読めと言ってもそれが

成績に関係なかったら読みません。多くの先生は、自

分の講義録を読ませるだけ、あるいはパワーポイントを

作って、これだけ読んでおけば何とか点数が取れると

言ってしまうので、学生はそれを読むだけになってしま

います。従って、体系的な本は読みません。読ませるた

めの教育をやっていません。 

さて、私どもとしてはどこに力を入れていくべきか、そ

んなところからきょうの本題に入りたいと思います。 

 

JEPA 会員 149 社 9 団体 

 
私どもは 149 社 9 団体ですが、9 団体の中には NII
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もあるし JMOOC もあります。149 社の中から学校教育

に関係しそうなところをピックアップしてみました。小学

校、中学校の教科書では三省堂、光村、教育出版とい

ったところも会員で、大学では有斐閣、医学書院、南

江堂なども会員となっています。教材の分野では旺文

社、塾のサービスなどでは学研やベネッセ、e ラーニン

グ系では主に企業系のネットラーニング、ネットスクー

ル、グロービズ、JMOOC。大学向け書店としては丸善、

紀伊國屋、大学生協が会員です。インフラではマイクロ

ソフト、富士通、日立、NTT コミュニケーションズ、大日

本印刷、凸版印刷。これだけありますが、どこかを守っ

てあげようとか、どこかには仕事を出そうとか、そういうこ

とは一切やっていません。 

そういう中で、私どもとしては、将来、学校教育に何

が必要なのか、何が課題なのか、それに対してどう進

めればいいのかといったことに絞って、今、検討してい

ます。今までのその過程をご説明します。 

 

以前は、多種のビューア、フォーマットが存在 

 
今までビューアやフォーマットは非常にたくさんありま

した。私どもも統一しようとしましたが、まだ電子本が売

られていない頃に標準化しようとしても、そんなにうまく

いきません。結局、ある程度市場が見えてきたときに動

き出しました。それまで私どもとしては、共通的な変換

のためのフォーマットである JepaX だけは作りましたが、

個々のビューアなどについては、2010 年ぐらいまでは

放っておいて、2010 年、いわゆる電子書籍元年の夜

明け前ぐらいから少し動き始めました。 

 

独自端末死者累々の歴史 

 
1993 年、NEC が世界で最初にデジタルブックを作り

ましたが、誰も覚えていないのではないでしょうか。 

NEC が一生懸命やるというので、ソフトは出版社で

用意しようとサポートしたのですが、コンテンツが出たと

きには端末が既に生産終了していたりと、ちぐはぐにな

り、本というより碁の練習ソフトが売れました。碁の本を

入れて通信して使うのです。 

その次に、電子書籍コンソーシアムがあります。これ

は私どもがやったものではありませんが、電子書籍コン

ソーシアム自身がやって、その後困った状態になり、私

どもが引き取ったというプロジェクトです。とにかくこれも

失敗した歴史で、これについては誰も触れたくないもの

です。 

次に、松下電器、ソニーが 2004 年に出しました。こ

れが最初の電子書籍元年です。これも 2 社を前にして、

両社で 1 つのフォーマットにしてはどうか、このままでは

コンテンツが集まらないと言ったのですが、結局彼らも

スタートしたら止まらない、直せない、失敗するまでは

止められないというパターンでした。 

本というのは開いてみるものだから、2 面なければい

けない。ここに頭を突っ込んで読むものだとアジった出

版社がいました。松下電器もそれを本当に信じていた

わけではないと思いますが、とりあえずこれを作って、

失敗したらその出版社のせいにすればいいと、これを

作りました。たぶん数百台しか作らなかったと思いま

す。 

ソニーも、結局これは作りましたが、コンテンツが集ま

りませんでした。結局これも 2 年ほどでやめになりました。

これをまねたのが Kindle です。 

コンテンツを揃えなくてはいけませんが、ただし、その

ときに出版社の言うことを鵜呑みにしてはいけません。
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用意するとは言っても実際には出てこない、というのは、

著作権を握っているのは別の人なので、出版社が出し

たいと言っても出てきません。ともかく、こういう死者

累々の歴史があります。 

 

de’fact 標準から ISO/IEC へ 
国際調達(WTO)、政府系機関での活用、電子教科

書・・へ影響 

 
2010 年に EPUB を始めました。今となると日本も

EPUB 3、これ 1 本でいくとなっていますが、そのときは

私ども以外、業界全てが反対しました。文部科学省、

経済産業省、総務省の三省懇の中で皆から「あなた方

は黒船に塩をやるのか」と袋叩きでした。 

2010 年に、私どもは idpf という、EPUB をやっている

団体に多言語化を提案しました。このときに、日本語の

縦書きだけを前面に出すとだめなので多言語化、つま

り、アラビア語、ヘブライ語など、右から書く言語、ある

いはタイ語など、多言語化をやると言って、そこに日本

語を入れ、縦書きということで台湾にも入ってもらい、多

言語化として提案しました。それは何とか 2011 年 10 月

に一応はまとまりました。 

これがまとまったのは、人です。あとで申し上げるとお

り、人とカネの、特に人です。日本の大企業の方はほと

んど役立ちません。私もそうでしたが、標準化で ISO だ

とかヨーロッパのコンピュータの団体 ECMA で標準化

の戦いをやりましたが、基本的には、一人ひとりの能力

をかなりうまく使わないといけません。EPUB のときには

世界中で外資系のネットワークを使って、XEROX で

XML をやった村田氏、マイクロソフトで Word をやって

いた石井氏、バークレイにいたイラク人の女性など、要

は必要な人、おそらく最強のメンバーを集めて突っ込

みました。それがタイミングよくうまくできました。あと 1 ヶ

月遅れていたらうまくいかなかったかもしれませんが、

非常にうまく集められました。 

ちょうどそのときに、idpf の会長、ジョージ・カーシャ

が日本に来たので「やるぞ」と言ったら、「誰がやるん

だ」、「村田だ」、「それは素晴らしい、じゃあ、やってく

れ」と言われました。それぐらいちょうどタイミングよくや

ったので「黒船に塩をやるのか」という中で何とか成功

させました。これが私どもの 1 つの成果です。 

 

フォーマットは全て EPUB3 

 
今は、フォーマットは全て EPUB 3 です。かつて

EPUB 反対とか、「敵に塩をやるのか」と言った人も、今

では、実は自分も昔から EPUB だったと言っています。

勝てば親戚が増えるというのはこういうことです。 

図中、右が海外勢、左側が日本勢です。基本的に

は今はEPUB で作っておけば世界中に出せます。かつ

ての電子立国日本だったら何でもできたのでしょうが、

今は全て海外に頼るしかありません。その中で独自の

ガラパゴスを作っても仕方がありません。 

ところが、出版というのは、日本だ、日本語だ、日本

で何とかなるのではないかという人がいます。しかしそ

れを何で見るのかと言えば、パソコン、タブレットとはい

っても、そこに日本語が出せるビューアを出せないと世

界で売れないという話で、ねじ込んで何とかなったもの

です。 

 

教育界、内外でいろいろな動き 
教育でも、小学校で電子黒板が導入され、タブレット

で学ぶ塾、ベネッセさんなどが始まりました。自治体も、

荒川区、佐賀県などが動き出しました。 
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ここは票を気にする首長がいるのですぐに始めます。

韓国で電子教科書が先行し、本がない大学図書館が

あります。米国では MOOC が始まりました。 

また、先ほど田村先生がおっしゃったように、 idpf、

IMS、W3C、PEARSON で EDUPUB がスタートしました。

こういういろいろな動き、状況になっています。 

 

日本国内の教育だけど国内だけで全てを完結でき

るか 

 
教育は日本の中のものですが、国内だけではもう全

てが完結しません。K12 はそれでも、教え方そのものは

日本流の教え方があると思いますが、大学はもうグロー

バルだし、既述したように、IT の技術はグローバル技術

であって、ツールとして使わざるを得ません。日本オリ

ジナルのものはほとんどありません。何をやるにしても、

パソコンでも OS も含めて海外のものであるし、ちょっと

難しいのです。 

さらに、日本の IT 企業で特徴的なのは、大きなとこ

ろも含めて、カスタマイズばかりをしていて、顧客を囲い

込むことが習性となっていることです。最初の注文を取

ったら、あとは 2番目 3番目以降は放っておいても注文

が来るように、最初に毒饅頭を食わせるわけです。そう

いう仕組みだから、顧客もそうですが、仕事の仕方を標

準化しようということがありません。あそこの経理の仕方

とここの会社の経理が違うとか、伝票に至るまで全部違

うなど、もろもろがそうです。 

日本の IT 企業は、放っておくと、小学校、中学校、

高校にコンテンツも含めいろいろなものを勝手に売りま

くります。だから、ここをどうにかしないといけません。従

って、競争領域と協調領域をしっかり分けないとだめで

す。田村先生が述べたように、K12 はステークホルダー

が多過ぎます。 

 

標準化が必須 

 
EPUB 3 は出版社だけを相手にしていればよかった

のですが、今度は対象が多過ぎます。それでもとにかく

標準化が必要です。 

標準化のメリットについては田村先生が述べたとおり

です。進め方については、国内を取りまとめてから国際

化はだめです。そして、私が一番言いたいのはここで

すが、技術の選択はまるでオセロゲームです。先頭を

走っていると思っていたら一番後ろになっています。例

えば、大学のオープンコースなどで早稲田大学にはた

くさんコンテンツがありますが、全部 Flash でかいてある

ために iPad で見ることができません。そうなった途端に、

何だよこれは、となってしまいます。 

 

標準化の進め方（人材と資金） 
標準化の進め方で大手丸投げ型があります。よくあ

るのは、国が大手の会社に出すケースです。例えば 3

億円出すとその関連会社に 3000 万円で出して、そこ

の個人に 300 万円でやらせているという例があります。

コアの部分だけはその個人が 300 万でやっていて、周

辺だけをその上の会社がやっていたという例が多いで

す。それでも早く動くならいいですが、そうなると動きが
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鈍くなり標準化が失敗します。 

 
プロジェクト推進型は、プロジェクトリーダー次第です。

潜水艦型は、黙ってじっといろいろな開発をして浮き上

がったら世の中から遅れていたといった例が多いです。

W3C 型はオープンで議論するから何とかなります。 

今、教育関係については、文科省、総務省の動きと、

例えば、K12 に関して言えば東京書籍が最大手、ここ

と 2 番手以降の 12 社がまた CoNETS というグループを

作って、ここでお互いに頑張っています。文科省、総務

省については ICT CONNECT 21 を作り、皆でやれば

どうにかなるだろうと、旗を振っているのが誰だか分から

ないような組織になってしまっています。これも日本的

な感じがします。 

 

EDUPUB（教育用へ EPUB を拡張） 

 
これから教育用で EDUPUB が一番先行しています。

従って、それに対していろいろなワーキングに発言した

りするなど、いろいろなことをやっていかなくてはいけま

せん。田村先生は、先生が使う教科書を標準化しようと

か、日立ソリューションは電子黒板をどうにかしようとか、

結局ほかが提案しない事項がわりと通りやすいので、

そこはとにかく押し込もうという動きをしています。 

 

EDUPUB 日本での課題 

 
いくつかリンクを示しました。ここを叩いていただけれ

ばそれなりの情報に入ります。 

JEPA の EPUB 関連情報は Caliper についても日本

語で解説が書いてあるので、安心して見ていただけれ

ばと思います。 

This work is licensed under a Creative 
Commons Attribution 4.0 International License. 
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CHiLO：世界を 1 冊の本に 次世代のコンテンツ 
NPO 法人 CCC-TIES 事務局長補佐 堀 真寿美 

 

新しいオンライン教育の形 

 
最後に、NPO 法人 CCC-TIES が開発しております

CHiLO というシステムをご紹介します。 

CHiLO は電子書籍ですが、出版といったものではな

く、次世代の新しいコンテンツ流通の 1 つの形式だとい

う観点でご報告させていただきます。われわれは従来

から e ラーニングをやってきました。オンライン教育の中

でこういった電子書籍はどのように貢献できるでしょうか。 

 

閉じられたシステムの限界 

 
e ラーニングを早くから取り入れたのは大学でしたが、

もはや民間企業でも小学校でも、いろいろなところで利

用されています。2000 年頃からインターネットが普及し

て e ラーニングが始まりましたが、当時は、図にあるよう

に、成績表があり、教材があり、シラバスがありといった

機能をデジタルで利用できる、学校に来なくてもネット

で勉強できるということで登場してきました。 

2000 年の中期頃、Web 2.0 といった言葉が流行り出

した時代には、SNS、ブログといった機能が出てきまし

た。すると e ラーニングもそういったものを無視せず、こ

の中に特製 SNS や特製ブログを取り入れ出しました。

学外に出さず全て自分の中に囲み込みたいということ

で、独自に LMS に囲い込んできました。 

そして、Wiki やコラボレーションツール、YouTube な

どのビデオやサービスがどんどんオープンの世界で出

てくると、LMS も無視できないということで、現在、囲わ

れた空間の中でシステム自体も肥大化して複雑になり、

非常に管理コストがかかるなど、大変になってきていま

す。 

以上が、現在の e ラーニングのシステム、われわれが

LMS と呼んでいるシステムの問題であろうかと思われま

す。"Poor imitations of the external tools"、アメリカの教

育学者の発言ですが、「外部の貧相なシステムを LMS

に取り込んでいる」などと表現されているわけです。 

 

固定的なオンラインコースの限界 

 
一方、オンライン教育によって、教師が教室で行っ

てきた講義をネットワークで勉強することができ、先生の

代わりにオンラインコースが提供されるようになりました。

技術的な発展をして、ビデオ会議など、デジタルで先

生の映像などが送られ、まさしく家にいながらでも教室

さながらの授業を受けることができるようになってきたわ

けです。 

先ほどからアクティブラーニングといった話題も出て

いますが、学生の主体性を涵養しようということで、グル
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ープワーキングなど、学生たちが主体的に勉強できる

ような取り組みが今発展しています。当然、オンライン

教育の中でも主体的な授業をやっていこうということで、

ピア・ラーニングなどいろいろな手法が研究されていま

す。 

しかし、その中にもやはり必ず先生がいるわけです。

もちろん先生は、学生一人ひとりに主体的な学習を提

供しようとしていますが、今これだけの学生がいる中、

個々に応じた教育をオンラインコース 1 つで提供できる

のか、それが今のオンラインコースの限界ではないかと

われわれは考えています。このままでは、多様な学習

者の目的、ニーズに対応できないオンラインコースにな

ってしまわないでしょうか。 

 

一人ひとりに特別の学習体験を届ける 

 
一人ひとりの学習者それぞれにニーズがあり、それ

ぞれに対応した学習方法があります。一人ひとりに教

育を提供してきたい、一人ひとりの特別の学習体験を

パッケージにして提供していきたいということで、われわ

れは電子書籍に着目したわけです。 

 

電子書籍の可能性 

 
イギリスのオープンユニバーシティ、日本で言えば放

送大学に当たるところですが、モバイルラーニングのプ

ロジェクトを学内で立ち上げ、大学でどのように学生に

教育を提供していくかの研究を行いました。その中で、

電子書籍の可能性がいくつか書かれているうちの 5 つ

を挙げました。 

まず、直感的なユーザーインターフェースであるとい

うことです。本をめくる感覚なので、パソコンやタブレット

に慣れていない学習者も勉強することができるというこ

とです。モバイルも含めてさまざまなデバイスに対応し

ており、必要なときに必要なだけダウンロードでき、必

要なときに必要なだけ学習することができるわけです。 

われわれが最も注目したのは、電子書籍 1 冊全てに

学習リソースをバンドルすることができることです。先ほ

ど竹内先生が教室に学習リソースはないとおっしゃって

いましたが、電子書籍であれば学習リソースを全てバン

ドルできると、オープンユニバーシティは書き上げまし

た。 

そこでわれわれは、学習体験を全てパッケージする

ことを目標にした電子書籍型学習システム CHiLO 

（Creative Higher Education with Learning Object） を

開発したわけです。 

 

バッジ発行機能付き電子書籍 CHiLO Book 

 
CHiLO の概要を簡単にご説明します。電子書籍 1

冊に全ての学習を入れるのではなく、非常に小さな単

元に分けています。1 章、1 単元、大学の講義で言えば

1 コマ、それだけを 1 冊に設けまして、何冊かに分冊し

て提供していきます。大学の授業は半期で 15 コマなの

で、半期の授業を受けるためには 15 冊の CHiLO Book

が必要になります。それぞれ CHiLO Book 1 冊を勉強

するごとにデジタルバッジが発行され、学習の証明書と

して使えるというシステムです。デジタルバッジは、
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Mozilla のオープンバッジを適用しています。 

内容は、図のように、1 ページにつき 1 つのビデオを

付けています。このビデオ自体は 1 ページにつき 1 分

です。1 分という設定は、電子書籍のファイルサイズを

小さくするという意味合いに加えて、われわれが過去に

e ラーニングの実験をしたところ、学習者が耐え得る、

最後まで見られるビデオの学習時間が 1 分から 2 分だ

という統計データによります。 

そして、オンラインテストを実施し、合格するとデジタ

ルバッジが発行されるという一連の仕組みを全て電子

書籍に入れました。 

加えて、各ページにコミュニケーションボタンを付け、

ここをタップすれば Facebook や twitter、あるいは

Moodle といった e ラーニングシステムのフォーラムや共

有ノートの Evernote など、コラボレーションツールで共

有していくという学習体験ができます。 

 

学習・テスト・評価・コミュニティの学習体験をパッケ

ージ 

 
つまり、電子書籍に学習体験を全て詰め込んだもの

が CHiLO Book です。 

 

CHiLO の設計理念 

 

CHiLO のめざすもの 

 
では、どのような設計理念で CHiLO Book を作った

かと申しますと、非常に壮大な理念です。コンテンツを

巡るステークホルダーに知識提供者、学習者、社会が

あり、この 3つのステークホルダーをナレッジ（知識）とい

うキーワードで結びつけていきたい、これが CHiLO の

壮大な理念です。 

 

CHiLO のナレッジエコサイクル 

 
具体的には、CHiLO には 6 つの機能があります。

CHiLO lecture という 1 分程度のビデオが CHiLO Book

に埋め込まれています。それを学習者が学びます。 

学 習 者 が 学 ん だ あ と 、 CHiLO Community 、

Facebook や twitter などで共有していきます。共有に加

えて、外部のリソースからも当然情報が入ってきます。

共有しながらネットで新たな情報を学習者が集めてき

て、データをつなぎ合わせていきます。 

そういう学習者の活動に対する評価としてデジタル

バッジを発行します。このデジタルバッジを発行するの

は社会です。この社会とはまちまちで、例えば大学であ

れば、デジタルバッジに対して単位を発行するという考

え方があるでしょう。会社であれば、デジタルバッジに

応じて採用する、昇給するといった評価の仕方がある
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かもしれません。ボランティア団体であれば、われわれ

のボランティアを助けてほしいといった評価の仕方があ

るかもしれません。デジタルバッジに対して、そういった

評価をしていくわけです。 

最後にはビッグデータとなり、CHiLO Repository、

CHiLO Analytics といったように、学習ログを集め、学

習のオブジェクト倉庫を集め、それを解析することによ

って学習者に対して新たに最適な CHiLO Book を提

供します。そうなると、学習者が新たな知識提供者とし

て次の CHiLO Book を作っていくことができるのではな

いか、要するに、形式知→暗黙知→形式知の回転を

作ることで、世界中の知識をつなぎ合わせていくことが

できるのではないか、これが CHiLO のコンセプトです。 

 

OUJ-MOOC での実証実験 

 
こういった形のコンセプトの下、CHiLO Book を制作

したわけですが、OUJ-MOOC での実証実験の結果を

ご紹介します。 

 

MOOC: Massive Open Online Course 

 
MOOC はアメリカからブームになったオープンで教

材を見ていくイベントで、日本国内でも 2013 年に

JMOOC が設立されました。放送大学さんが実施された

OUJ-MOOC のプラットフォームとして、CHiLO を提供し

ました。 

今回の OUJ-MOOC では 3 シリーズの CHiLO Book

を提供しています。『コンピュータのしくみ』、『Nihongo 

Starter』、『はじめての情報ネットワーク 1（帝塚山大学）』

の 3 つを提供し、具体的には、標準的な電子書籍フォ

ーマットである EPUB 3 で CHiLO Book を作りました。

EPUB 3 で作った CHiLO Book は、OUJ-MOOC のホ

ームページに加えて、Google Play、iBooks ストアからも

配信しています。EPUB 3 なのでどこからでも配信する

ことができ、この 3 つのサイトから無料で提供しました。

デバイスにダウンロードして電子書籍として読むことが

でき、また、リーダーアプリで閲覧できるという特徴があ

ります。 

一方、補完として HTML 形式の CHiLO Book も提

供しました。電子書籍形式だとリーダーアプリで閲覧し

なければならず、アプリをダウンロードするのは大変だと

言うユーザーもいるかもしれないということで、全く同じ

内容のものを HTML に変換し、通常のホームページブ

ラウザで簡単に見られる形式での提供も行いました。 

 

比較的若い層を中心としたユーザー 

 
アクセスした人たちのデータです。年齢層は 18 歳-

24 歳、25 歳-34 歳、35 歳-44 歳と非常に若い方たちか

らのアクセスが多いことがわかります。JMOOC 全体を

見ると、日本の場合は比較的年齢層が高い方たちの

アクセスが多かったようですが、CHiLO Book の場合は、

非常に若い方たちのアクセスが多かったです。MOOC

は一般的に男性が多いので、男女比は平均的なアク

セス層であったように思われます。 
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EPUB 3 の利用はモバイルデバイスが中心 

 
次に、これは面白いデータでした。EPUB 3 形式と

HTML 形式の 2 つの形式で電子書籍 CHiLO Book を

提供したとお話ししましたが、EPUB 3 の CHiLO Book

をどのデバイスでアクセスしたかについて統計を取った

ところ、EPUB 3 ユーザーの多くがタブレット、スマートフ

ォンからのアクセスでした。一方、HTML 形式は PC か

らのアクセスが多く見られました。こういったことから、電

子書籍形式はモバイルでの学習に適しているだろうと

いうことが、今回の実験で分かりました。 

 

低コストで大規模な学習者に提供 

 

 
『Nihongo Starter』は英語のコンテンツなので、われ

われは特に宣伝しませんでしたが、Facebook、Google 

Play、iBooks から提供することで自然発生的に 109 ヶ

国からのアクセスがありました。iBooks ストアでのランキ

ングもトップになってきました。スライド上で赤く囲ってい

るのが CHiLO Book ですが、一時期、iBooks ストアの

無料 Book ランキングを CHiLO Book が占めるという、

非常にうれしい状態になりました。Google Play でも無

料ランキングでトップになっており、皆さん、お手元に

iPad や iPhone があれば「CHiLO」と検索していただけ

ればトップに出てきていると思います。 

 

僕の未来 

 
以上、現状の CHiLOを紹介しましたが、今開発中の

システムについてご説明いたします。 

 

CHiLO Producer & CHiLO Reader 

 
まず、CHiLO をどうやって作るかですが、1 つの方法

として今、CHiLO Producer を開発しております。3 月中

にほぼデバッグが終わり、皆さんにご提供できる見込み

です。 

具体的には、電子書籍に埋め込むビデオやテキスト

の情報をまずフォルダに入れておき、Excel に目次情

報を書き、コマンドを打てば自動的に電子書籍の

CHiLO が出るというシステムです。そのときに、EPUB 3
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形式の CHiLO Book、HTML5 形式の CHiLO Book、

加えて、ラーニングオブジェクトメタデータ、これらを学

習オブジェクト倉庫（LOM）にいったん入れて DOI で提

供していく、そういったことまで全てこの Excel のツール

を使ってやっていきたいと考えています。 

次に開発しているのは、CHiLO Reader です。既存

の電子書籍リーダーでは学習しにくい部分、学習に特

化していない部分があるので、EPUB 3 形式を踏襲しな

がら、CHiLO Book の学習に最適な CHiLO Reader を

開発しています。 

 

CHiLO Book に最適化 「CHiLO Reader」 

 
CHiLO Reader についてご説明します。ビデオ、確認

テスト、デジタルバッジが埋め込まれた電子書籍である

CHiLO Book を電子書籍 CHiLO Reader で読み込む

と、そこが HTML Layer になっています。いったん電子

書籍をダウンロードしてしまえば、学習ビデオの閲覧、

確認テスト、デジタルバッジの発行の全てがオフライン

でできるようになります。ですから、ネットワークがつなが

っているところでいったん電子書籍をダウンロードしてし

まえば、あとはネットワークが poor な場所でも学習でき

るわけです。学習後、ここにため込まれた学習ログはネ

ット上の LOM 倉庫に置かれ、LOM 倉庫を大学で使う

かビッグデータとして使うかは、利用者次第ということに

なります。 

 

対応機種 
CHiLO Reader の対応機種は、PC、タブレット、スマ

ートフォンとなっており、それらは全て同期するように設

定しています。  

 まだデバッグ中ではありますが、簡単な CHiLO 

Reader のデモビデオを用意しました。 

（ビデオ上映） 

これが CHiLO Reader で、ダウンロードしています。ダ

ウンロードが終わると、ここからは全てオフラインででき

ます。電子書籍ということで、実際の本のようにペラペラ

とめくっていくと、ここにビデオがあります。これは

iPhone ですが、iPad や PC だと見開き表示になります。

このように勉強して、最後にテストをオフラインでやりま

す。そして成績を確認するとバッジが発行されるという

のが、一連の機能です。ここからはネット環境が必要に

なりますが、Facebookなどに接続してコミュニケーション

を取っていきます。また、右上の成績を送るボタンを押

すと、今度はサーバーに成績が送られるといった具合

になっています。 

 

次世代のコンテンツ 

 
19 世紀のフランスの詩人 Mallarmé の言葉です。「世

界は 1 冊の書物に到達するべくできている」。とても難

しい詩を書いた彼ですが、本にも興味があったようで、

本をバラバラにしてそれぞれの解釈を述べるという勉強

会をしていたそうです。「世界は 1 冊の書物に到達する

べくできている」。 

ま た 、 Amazon Kindle の 開 発 者 で あ る Jason 

Merkoski は著書『本は死なない』の中でこう言っていま

す。「将来的には本はたった 1 冊になるだろう。その中

には世界中の全ての本が含まれているだろう」。 

Web が世界を統一すると言われていましたが、電子

書籍は出版を越えた次世代のコンテンツになるだろう、

われわれはその次世代のコンテンツになり得るだろうと

いう気持ちで CHiLO Book を開発しています。 

 

This work is licensed under a Creative 
Commons Attribution 4.0 International License. 
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高等教育のオンライン化におけるデジタル教科書と教材流通 
（座長）山田恒夫／竹内比呂也/武田英明/三瓶徹/堀真寿美 

 

 
 

山田先生（座長）： 今日の先生方のお話を聞いて、私

個人が理解した範囲では、いくつかポイントがありまし

た。 

 竹内先生のお話にあったのが、大学図書館が学習

や教育に一定の役割をこれまでも果たしてきているが、

学習支援でもっと明確に関与されようとしていること。も

う 1 つは、電子教科書が単なる電子ブックとしてではな

く、学習プラットフォームの代わりとして提案されている

ことです。堀氏の CHiLO の野望については理解したつ

もりです。そこまで言い切る自信はありませんが、

EDUPUB も見方によっては電子ブックの顔をかぶった、

実態は LMS という位置付けです。さらにそこにさまざま

な機能が付加され、そういうものが今、出かけていて、し

かもそれがオフラインでも使えるという話です。 

またもう 1 つは、電子学習資源の共有再利用・流通

の進展です。これまで、われわれもコンテンツのレベル

では、長年、経験を積み重ねてきました。それが、完成

品である書籍、雑誌論文、コースウエアから次第にモジ

ュール、素材、ツール、学習オブジェクトと言われるよう

な部品に移ってきています。オンデマンド型のコースパ

ックの話が竹内先生からもありました。流通の対象が多

様化するばかりではなく、流通の形態が多様化していく

といったときに、誰が検索して利用可能とするのか。そ

れは学生であり教員であり、パーソナライゼーションが

進んでくればそれが機械であったりするのでしょうが、

そういうものも視野に入れた上で、新たな電子学習資

源の流通をどう考えていくか。そういう話もありました。

以上が私の理解です。 

今日は、フロアの皆様方からも意見をいただきながら

このディスカッションを進めていきます。もともとは、それ

ぞれの先生方へのご質問から始まり、大きな課題に移

行したいと考えていましたが、時間もないので、どういう

順番でも結構なので何かご質問、ご意見があれば挙手

いただきたいと思います。 

 

質問者 1： 電子書籍の話題がどこにも共通にあったと

思いますが、電子書籍は日本の外ではかなりシェアを

伸ばしています。紙を駆逐する勢いとまでは言わない

までも、とても多く使われている印象が、今のところ見聞

きしている中であります。逆に日本の中ではそれほどで

もないという印象があります。 

個人的な体験として、パソコン等のマニュアルを、英

語版と日本で売っているものとの両方を電子書籍で買

ってみましたが、大きな違いだと思ったのは、英語版の

ものはほとんどリフロー型、つまり文字が書いてあってと

きどき絵があることです。拡大するとページ数が増えて

いき、1 ページ当たりの文字数が変わっていくというリフ

ロー版が主であるのに対し、日本のものは全て固定フ

ォーマットです。雑誌で載っているようなページがその

まま画像で貼ってあるものばかりだったので、とても明

確に違うと思った点です。そこは本というものに対する

思いが、日本人と外国の人の印象が違うのか、電子書

籍が流行るか流行らないかにも関係してきているのか、

その辺に興味があります。ご専門に近い方々がどのよう

に考えておられるのか。最近はハイブリッド型、つまりリ

フローと固定フォーマットの両方を包含するようなものも

あると聞いていますが、そのようになっていくのか、その

辺りも含めてお聞きしたいと思います。 

 

三瓶先生： 日本では紙の本から電子にすることが多

いです。紙の本は既に印刷会社にあり、それはデジタ

ルでも印刷のためのデータになっているので、これから

手っ取り早くやると PDF にならざるを得ません。 

欧米は、出版社が自ら DTP で作っているのでデータ

そのものもデジタルで、しかもリフローで作ります。もとも
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とデータにこだわらないからあるのですが、日本では出

版社はあくまで原稿を集めてくる係で、実際のレイアウ

トを作るのは印刷会社で、印刷のためのレイアウトしか

やらない、そういう時期が多かったです。今は変わりつ

つありますが、ご覧になったものは粗製乱造の電子書

籍ではないかと思います。 

海外でよく売れているのは、海外も日本も、どちらか

と言えば柔らかい小説です。国内は小説よりもマンガだ

けです。日本で売れている本の 8 割はマンガで、海外

で売れている本の 8 割は柔らかい本です。 

ただ、学術系については圧倒的に日本では全く電

子化が進んでいません。 

 

竹内先生： 学術出版の方から聞いたことがある話をご

紹介します。基本的に日本の場合には、紙の出版をす

るデータのフローと、電子出版する場合のデータのフロ

ーが全く違うそうです。日本でなるべくコストをかけずに

電子化することを考えれば、紙のフローに流したものを

電子化することになるため、固定型になるのではないか

と思います。 

また日本のエディターは、例えばここの余白があと

0.5mm ほしいとか、本のできに対するこだわりがとても

強いということがあるそうで、そういう美学的な意識のも

とに本を作ると、やはり電子であっても同じような美学を

持ち込むといったことがあるのではないかと思います。 

 

三瓶先生： 私から山田先生に対して質問です。いわ

ゆる電子教科書で本来トップを走らなければいけない

のは放送大学ではないかと思っています。そういう意味

で、これからたくさん電子教科書を用意しなくてはいけ

ません。EDUPUB でも先頭を走っていかなくてはいけ

ないと思っています。IMS Global Learning Consortium

に日本で正会員として入っているのは放送大学で、ア

ソシエイトで入っている私ども電子出版協会とは読める

技術内容が違って、放送大学は全部読むことができま

す。私どもは少ししか読めないため、ぜひ放送大学がト

ップを走り、私どもはあとをついていくので、よろしくお

願いします。 

 

山田先生： できるだけたくさん IMS Global Learning 

Consortium からドキュメントを取ってきて皆さんにお見

せできるようにしたいと思います。 

放送大学に関しては、われわれのところはメディア教育

開発センターという独立行政法人を吸収していますが、

その流れで IMSの活動には参加させていただいていま

す。 

確かに、世界的に見ても、IMS のメンバーとしてオープ

ンユニバーシティ（公開大学）は韓国、英国、オランダ

など、結構入っています。オープンユニバーシティ、遠

隔大学ではこれまで使ってきた放送授業と印刷教材に

くわえて、インターネット教材をやらなければいけないと

いうニーズは高いので、今後チャレンジしていきたいと

思います。 

 

質問者 2： 私ども放送大学も、印刷教材は紙だけでは

なく早く電子書籍化したいということは理事長も学長も

強く言っています。今、一部の科目で電子書籍を作っ

てみて、学生にモニターをしてもらい学習行動としてど

れだけ効果があるかといった話を始めています。その

検証をやりながらやっていきたいです。 

 

山田先生： そのときには日本電子出版協会（JEPA）と

も一緒にやらせていただきたいと思います。 

 

質問者 3： いつもは大学で TIES を使って講義をして

いますが、使っているだけです。こういったものの教材

作りは、役割分担をして大きな全体の流れを作っていく

方と、現場で実際に運用していく人がフィードバックし

ていくことが大切だと思っていますが、そのフィードバッ

クの部分が私は全然できていません。 

そういった流れに参加していきたいのですが、取り組

みはあるでしょうか。協調する部分、競争する部分があ

りますが、そういったものが必要だと思っており、実例が

あれば教えていただければと思います。 

 

山田先生： 教員とコンテンツ開発者、管理者、図書館

を含めて、どういうコミュニケーションをしていくかという

話であるので、堀さんからお願いします。 

 

堀先生： e ラーニングのコンテンツ、電子書籍も含めて、

作るのに非常に技術、時間、コストがかかることに関し

ては、CHiLO Book も今までは確かにそういった面があ
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りました。しかし 1 年間の実証実験を終えて CHiLO 

Producer というツールができました。先生方に素材、コ

ンテンツまで作っていただければ、誰でも電子書籍化

できるそのオープンソースのツールを今回発表しました。

その中で提供していっていただければと思います。 

また、そういったコンテンツを集めて広く公開していく

場も今後われわれで用意し、そこの権利関係等々も

Web で調整しながらやっていけるようなコミュニティを作

っていきたいと思います。NPO 法人としては、一大学と

してではなく、そういった先生方や大学関係者、あるい

は企業関係者を取りまとめた大きなコミュニティを目指

していきたいです。 

 

竹内先生： 私どもがやっているものは、現時点では千

葉大学の中だけという状況です。先ほどのプレゼンの

中では具体的にコンテンツの紹介をしましたが、その場

合には担当者と教員がかなり密に機能や内容につい

てやりとりをしているので、今のところは、作る側からの

フィードバックはその場で吸収しています。 

一部のコンテンツについては、学生からのアンケート

などもやっており、どういう使い方をしたかといったことを

得て、それを作る側と教員とで共有する形でより良いも

のにしていく形をとっています。これができたのは、私ど

ものオペレーションが現時点では、実証実験的プロジ

ェクトの性格を持っているからであって、これが広範囲

で大きいオペレーションになっていけばだんだん難しく

なっていくでしょう。その場合には、オンラインでコミュニ

ティを作ってやるとか、いろいろな方法がこれから考え

られると思います。 

 

質問者 4： 電子書籍を使って読んでいくことについて、

ある意味では楽観的に捉えたらいいと思う反面、今の

私の教えている学生の状況を考えると、本の読み方が

分からないという学生が多く、正しく本を読んでいるの

かどうかをチェックしてやりたいのですが、これがなかな

か難儀な仕事で、授業中に音読をさせてみたりといっ

た工夫をしています。 

正しく読めているかどうかのチェックを、電子書籍で

やれるような可能性はあるでしょうか。 

 

武田先生： もちろん研究面では目の位置を追うといっ

た研究をしている方はいて、デジタルではそういうことが

技術的には可能となりますが、それが実用的な価値を

持つかは別です。今でも統計を取ればページめくりぐら

いのことはいくらでも取れるので、その意味ではアナロ

グ本よりもデータは取ることはできます。 

もともと、紙の本でもそんなことはできていなかったわ

けです。もちろん本当にそういう機能が必要であれば

デジタルの世界で実現することは不可能ではないです

が、それは、どちらの方向に e ラーニングのコンテンツを

伸ばしていくかということになります。 

個人的には、あまりそういうところには向いていないと

思っています。むしろ、私の印象では、世の中に情報

があふれる時代になったときに、これだけを見せる、こ

れだけを読みなさいという、そういう教え方がやりづらく

なってきていると思います。昔は板書で書き写すという

作業があり、ここに書いたことだけを覚えておけばいい

という世界がありましたが、今は世の中にはあふれるよう

に情報があり、その中でむしろ適切なものを学び取ると

いうスタイルになってきたので、使い方が変わってきて

いるのではないでしょうか。講義の在り方も教材の在り

方も変わります。それに合わせて電子教材もあるべきで

しょう。 

電子教材であれば豊富に情報を入れることができま

す。もちろんその中からさらに選択的に出すこともでき

ます。そういうところのメリットを追求するほうがよいでしょ

う。つまり、紙ではこの情報だけ押さえておけといった限

定された教え方ですが、デジタルを使うとむしろ、たくさ

んある情報の中から自分でうまくつかませる、あるいは

先生が誘導してそこをうまくつかめるようにトレーニング

をするといったスタイルに変わってきているのではない

か。それは社会的な変化でもあると思っています。 

 

山田先生： 今のご質問は、今流行りの教育情報ビッ

グデータと学習解析といった話とも関連すると思います

が、何かその辺りではどうか、少し考えていければと思

います。 

電子ブックに関しては、こまめにフィードバックが取れる

ことも 1 つの大きな特徴だと思うので、先生方が学生に

理解してほしいといったところをポイントごとに聞いてい

くことも 1 つのやり方かもしれません。 

きょうのパネリストのご発表に共通するのは教材の流通
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の話ではないかと思うので、最後にその辺り、細かな質

問から入ってまとめられるものはまとめたいと思います。 

竹内先生の大学のコンソーシアムの話がありましたが、

あれはメンバーを決めていて、皆が使えるわけではあり

ません。つまり、オープンなコンテンツではないが、その

メンバーであれば自由に使えるという契約をベースにし

ています。例えば、私どもが長いことやってきたオープ

ンコースウエア、公開教育資源（Open Educational 

Resources）というものは、誰にでもオープンにして、とい

うことは機関リポジトリに載せても問題はないものですが、

それとの相互乗り入れについてはどういうことになるでし

ょうか。 

 

竹内先生： 機関リポジトリの話が出ましたが、既に大

学図書館は機関リポジトリを設置していて、そこに載っ

ているコンテンツは 100 万件を超えています。これは当

然教材として活用することは可能であり、当然それらは

OER の対象だと十分考えることができます。 

そういったものがとても増えていけば、われわれの

CLR でやっているような活動は不要になるのだろうと思

っています。とはいえ、教育をやっていく上ではそうで

はないコンテンツを使う部分があるので、オープンにな

っているリソースとそうではないものは、相互補完的なも

のであると現時点では考えています。 

相互補完でありながらも、コンテンツを使いたい教員

からすれば、ものによって手続きが必要だ、不要だとい

ったことをわざわざ認識をしてやることは非常に負担で

す。教材を作っていく上で、教員から見てなるべく負担

のない環境にしたいというのが CLR の基本的な考え方

です。 

今の段階では、われわれが交渉している相手といろ

いろなことをやりとりする際に、われわれはメンバーシッ

プの中だけでまずこれらを使うんだということを言ってい

ます。そういったことが定着していき、その後、この程度

だったらオープンになってもいいといった状況にまで持

っていけるのが理想だと思っています。 

いきなり何でもオープンだということにしてしまうと、権

利者側は絶対に警戒感を持ちます。その警戒感を減

らしていくためには、相互の信頼が必要で、こういった

ことはきちんと取り決めをしてやり、その中で相互に問

題がないことが分かればオープンにしていいだろうとい

うふうに話を持っていかないと、なかなか物事が進みま

せん。これは、これまでの OCR のいろいろな動きを見て、

われわれが感じてきたことです。それでそういう戦略を

取っています。 

 

武田先生： CSR で、コンテンツはもちろんそういう契約

ベースですが、インデックスとかメタデータは公開してい

いのでしょうか。つまり、こういうものがある大学の中でラ

イセンスされていて使われているといったインデックスあ

るいはメタデータは、外から見られるようにするのでしょ

うか。 

 

竹内先生： それはあってよいと思います。例えば、アメ

リカの CCC など契約ベースで利用ができる著作物は今

1000 万件を超えていますが、それは入手しようとすれ

ば入手できるわけです。それと同じようなものが、例え

ばわれわれがある特定の著作権者の団体あるいは著

作権者と合意し、このコンテンツについてはわれわれの

コンソーシアムのメンバー間であれば一定の条件で利

用できるといった情報は積極的に外に出していくべき

です。 

 

山田先生： 利用のところで、先生方の大学のメンバー

の中で、例えばコースパックを作るときに、そういう許諾

の必要なコンテンツと OER をまとめてパックしてしまうと

いう可能性は契約上あるでしょうか。 

 

竹内先生： われわれが契約しているコンテンツをわれ

われが使うことであるので、それと OER の条件で利用

可能なコンテンツが組み合わさって 1つの教材ができる

というケースは、十分あります。ただし、その場合にはお

そらくそれを 1 パックにしたときに、それを OER のもとで

利用できるものと同等に扱えるかと言えば、それはそう

ならないと思います。 

 

山田先生： では、例えば、クリエイティブ・コモンズの

Share Alike が付いているようなものはたぶん使えない

のでしょうね。 

 

武田先生： CSR のコンテンツを使うとでき上がったも

のも CSR の中でしか流通できません。 
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山田先生： 武田先生にご質問したいのは、ご自身も

おっしゃっていましたが、e ラーニングの分野で DOI を

付けていただくのは大変よくて、私たちも自分でできれ

ば付けたいと思っています。結局、全部自分にブーメラ

ンのように戻ってくるわけですが。さて、どのような粒度

で、しかも e ラーニングはわりと改変が頻繁なので、メタ

データが何度も変わっていくという状態のものに付けて

もいいのでしょうか。 

 

武田先生： DOIは基本的には論文の引用の世界から

出てきたものです。あるときに引用されたものはそのとき

にあったものがほしい、その意味では変わらないものを

示すことのほうが DOI の原則としてあります。もちろん、

論文でも訂正、修正される場合はあるので原則に外れ

るものもあります。そういう場合は両方載せるケースもあ

りますが、原則は静的なものに付きます。つまり、ある論

文がアクセスしたときに見えたものが、今も自分が見た

いものとなるのが原則です。 

ゆえに、コンテンツがもしも変わるようであれば、また

新しい DOI で付けることになります。そうなると、引用す

る側、利用する側は変えなければいけないことになりま

す。つまり、バージョンが上がってしまうケースが起こっ

た場合、研究 DOI では、軽微な変更などは履歴を残

すことによって 1 つのDOI で書きます。その代わり、ある

日付までの版、ある日付以降の版と両方を指せるよう

にし、それぞれのページに飛べるようにします。ただ、

大幅に変わるものは DOI を変えるべきであろう、といっ

た議論の流れになっています。 

 

山田先生： パーソナライゼーションが進むと、一人ひ

とりに出すコースの内容が変わります。そうなると出した

あとのもの、表現型は一人ひとりによって違っていて、

それに付けるのは不適切です。そうすると、その元にあ

る全体の集合といったものに DOI を付けるということに

なるのでしょうか。 

 

武田先生： DOI をどんな単位で付けるかというルール

はありません。よく出てくる利用例は、論文という 1 つの

かたまりに付けていますが、実は、1 枚の図に付けると

いった使い方もあります。あるいはもっと大きなセット、1

個のデータセット全体に付けるケースもあり、ジャーナ

ルに対して振ることもでき、そこは自由度があります。 

そういうケースであれば、細かいパーツに DOI を貼る

こともできます。あるいは全体のかたまり、データセット

の形で振るといういずれか、または両方でもよく、使う側

にとってどちらが便利かで設計していくことになります。 

 

山田先生： では、オープンコースウエアであれば、科

目で大きく 1 つ付け、頻繁に使われる図表があればそ

れだけ取り出してまた付けるのがよいのでしょうか。 

 

武田先生： それが 1 つの使い方です。 

 

山田先生： 三瓶氏にお尋ねします。オープンコンテン

ツの共有、再利用の話と、今の電子ブックなどの有償

のもの、竹内先生はその中間、ある範囲内ではオープ

ンだがあくまでもメンバーの中でなど、さまざまなビジネ

スモデルが見えてきています。 

 EDUPUB の国内での普及を考えた場合、出版社な

のか e ラーニングコースを提供している会社なのかとい

うプレイヤーの話も、どちらが主になって普及していくの

かという話から、今後どのように推移すると考えておら

れますか。 

 

三瓶先生： 出版社はあまり新しいことができません。

出版社にいるのは編集者だけであり、彼らは新しいこと

ができません。ビジネスモデルといったことを考えられる

のはごく大手の出版社だけです。だから、e ラーニング

などは IT 系の会社が考えるのではないでしょうか。 

権利問題もいろいろ出てきますが、私どもは「うるさい

権利者」とは誰のことかと思いますが、国内にそんなに

うるさい権利者は、お寺などを除けばそれ以外にはあ

まり思いつきません。いかがでしょうか。 

 

山田先生： 案外、そういった抵抗勢力は大学の中に

いるのかもしれません。 

今日は非常に濃密な議論ができました。将来も、ま

だこの議論は継続されるはずなので、TIES、帝塚山大

学にはまた中心になっていただき、このような場をご提

供いただきたいと思います。 

This work is licensed under a Creative 
Commons Attribution 4.0 International License. 
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